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上峰インフォメーション
HAPPY BIRTHDAY

ごみ減量速報（月間）

総人口　9,618人（－3）　男　4,645人（＋1） 世帯数　3,671世帯（－2）　女　4,973人（－4）

１人当たりごみ排出量 可燃・不燃・粗大ごみ合計 資源物の回収量 皆さんのご協力で集まった資源物

facebookホームページ

令和元年２月29日現在人の動き

（  ）内は前月比

前年同月比

－１.３kg

H30 20.2

H31 21.6

R２ 20.3

２月
前年同月比

－０.３ｔ

H30 14.5

H31 13.9

R２ 13.6

２月



　3月、上峰小・中学校で、卒業証書授与式が執り行われ、中学生88人、小学生121人が卒業を迎え
ました。両校とも新型コロナウイルスの感染拡大防止対策で、規模を縮小した中での開催でしたが、
ご家族や恩師に見守られながら、母校との別れを惜しみつつ、新たな道へ巣立っていきました。

3
年
連
続
金
賞
の
礎
と
は

　
昨
年
7
月
の
佐
賀
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
3
年
連
続
の
A
パ
ー
ト

金
賞
を
収
め
た
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
。

音
を
長
く
伸
ば
す
ロ
ン
グ
ト
ー
ン
や

タ
ン
ギ
ン
グ
、
体
幹
な
ど
の
基
礎
を

徹
し
、
質
を
高
め
る
練
習
を
重
ね
、

コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
み
ま
し
た
。

　
吉
村
先
生
は
「
当
日
、
指
揮
を
し

て
い
て
サ
ウ
ン
ド
の
ま
と
ま
り
や
、

一
人
一
人
が
周
り
を
意
識
し
な
が
ら

力
強
い
音
を
出
せ
て
い
る
の
を
感
じ

ま
し
た
。
１
年
生
に
と
っ
て
は
短
期

間
で
き
つ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

大
成
功
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
み

ん
な
喜
ん
で
い
ま
し
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

　
そ
の
表
現
力
を
支
え
て
い
る
の
は

吉
村
先
生
の
、
〝
自
分
の
声
で
表
現

で
き
な
け
れ
ば
、
良
い
音
は
出
せ
な

い
〞
、
と
い
う
理
念
で
す
。
元
気
な

あ
い
さ
つ
や
学
生
と
し
て
の
本
分
を

全
う
す
る
こ
と
で
、
豊
か
な
表
現
力

を
育
ん
で
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

　
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に

出
演
を
し
て
お
り
、
「
県
民
文
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
町
の
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ
「
こ
の
ま
ち
で
」
の
合
唱
を

披
露
し
、
爽
や
か
な
歌
声
を
響
か
せ

ま
し
た
。

　
「
吹
奏
楽
を
通
し
て
自
己
表
現
力

が
磨
か
れ
、
互
い
に
気
遣
い
な
が
ら

演
奏
す
る
こ
と
で
人
間
と
し
て
必
要

な
こ
と
が
身
に
付
き
ま
す
。
生
徒
た

ち
に
誰
か
の
た
め
に
演
奏
し
、
聞
い

て
も
ら
え
る
喜
び
や
音
楽
の
楽
し
さ

を
感
じ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で

す
」
と
吉
村
先
生
。

　
3
月
に
予
定
し
て
い
た
ス
プ
リ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
で
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
要
望
が
あ
れ
ば

ど
こ
で
も
演
奏
に
出
向
い
て
く
れ
る

そ
う
で
す
。

　
軽
や
か
な
音
色
を
響
か
せ
、
町
の

音
楽
文
化
を
推
進
す
る
吹
奏
楽
部
の

活
躍
に
注
目
で
す
。

上峰中学校　☎52ｰ3834

爽
や
か
な
サ
ウ
ン
ド

10分を超えるノー原稿での答辞に、
３年間の熱い想いが伝わってきました 仲間と過ごした日々を胸に、式に臨む 卒業生に贈る言葉を述べる西村茂樹校長先生

上峰中学校
卒業証書
授与式

3月7日

万感の思いで受け取る卒業証書

小学校生活最後の校歌斉唱 大きな声で将来の夢を発表する卒業生

GraduationGraduation
2020年旅立ちの日2020年旅立ちの日

問い合わせ

牟田禎一校長先生の式辞

卒業卒業

上峰小学校
卒業証書
授与式

3月17日

少
人
数
で
も
息
の
あ
っ
た
演
奏
で
、
輝
か
し
い
実
績
を
積
み
上
げ
て
い
る
上
峰
中
学
校
吹
奏
楽
部
。

何
部
に
入
る
か
迷
っ
て
い
る
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
ク
ラ
ブ
の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
♪

町のイメージソング「このまちで」
の合唱練習中に訪れた作詞作曲

の小島よしきさんと共に

取材協力

上峰中学校　
吹奏楽部 顧問

吉村真希教諭
よしむら ま  き

初心者の１年生は

もちろん、在校生

も大歓迎！
一緒にサウンドを

響かせましょう！

新入部員大募集！ イベントや集まり
などにも演奏に出
かけます。
ぜひお問い合わせ
ください。

出演依頼も大募集！

特 集
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人権・行政相談25

ページ番号

開催場所
※下記にて色分けしてます

庁舎

庁舎別館２階

町民センター

図書館

すぱーく上峰

おたっしゃ館

体育センター

その他

April

４
カレンダー

月

※�ページ番号のないものは
告知のみ（記事なし）

※�カレンダーにイベント等
の掲載を希望する団体
は、役場各担当部署へご
連絡ください。

※�掲載のイベント等につ
いては、新型コロナウ
イルス感染拡大防止の
ため、延期・中止になる
場合があります。

◦友遊
　→友遊スポーツかみみね

【診療時間】休日在宅当番医：９時～１７時まで／歯科休日診療当番医：９時～１２時まで　　必ず医療機関に確認のうえ、受診してください。

　　　 日 　　　 　　　 月 　　　 　 　　火 　　　  　　　水 　　　 　 　　木 　　　 　 　　金　 　　 　 　　土　 　　

１ ２ ３ ４
囲碁交流会
サーキット運動
筋力向上トレーニング教室

　（ココトレ）

３Ｂ体操で介護予防
サーキット運動
ステップアップ教室

18 �新１年生向け　おためし 
のらんかいバス（通学バス）
無料試乗会

２７おはなしのじかん
転倒予防教室

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１
休館日

　休日在宅当番医
おおば内科・循環器科医院
☎0942−50−9912（みやき町）

　歯科休日診療当番医
ゆきこ歯科
☎0942−85−7205（基山町）

１４ �育児相談
２７休館日
２３ �始業式� （小・中学校）

おもちゃひろば
サーキット運動
筋力向上トレーニング教室

２７館内整理日
友遊–ヨガ教室
友遊–自適フィットネス
３Ｂ体操で介護予防
おたっしゃカフェ
ステップアップ教室
友遊–ミニテニス

囲碁交流会
サーキット運動
筋力向上トレーニング教室

　（ココトレ）
友遊–ソフトバレー

２３ �入学式� （小・中学校）

�友遊–美ダンス〜ZUMBA®️〜
� （井手口公民館）

１４２歳児相談
３Ｂ体操で介護予防
サーキット運動
ステップアップ教室
友遊–スポーツ吹矢

２７おはなしのじかん
友遊–あさヨガ教室
転倒予防教室
もみじ会踊り
友遊–ラージ卓球
友遊–スポーツ屋台村
友遊–ストレッチ
友遊–親子体験教室

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８
１９ �狂犬病予防集合注射
休館日

　休日在宅当番医
大島病院
☎0942−89−2600（みやき町）

　歯科休日診療当番医
照崎歯科医院
☎0942−85−1575（鳥栖市）

２７休館日
おもちゃひろば
サーキット運動
筋力向上トレーニング教室

３２消費生活相談
友遊–ヨガ教室
友遊–自適フィットネス
３Ｂ体操で介護予防
おたっしゃカフェ
ステップアップ教室
友遊–ミニテニス

３２人権・行政相談
１４１歳６か月児健診
３２無料法律相談
囲碁交流会
サーキット運動
友遊–ソフトバレー
�友遊–ジュニアスポーツ教室

� （小学校体育館）

�友遊–KODOMOダンス教室
� （小学校体育館）

１３特定健診　
�友遊–美ダンス〜ZUMBA®️〜

� （井手口公民館） １９ �狂犬病予防集合注射
�友遊–スポーツ吹矢
３Ｂ体操で介護予防

２７おはなしのじかん
友遊–あさヨガ教室
�友遊–スローエアロビック
囲碁大会
友遊–ラージ卓球
友遊–スポーツ屋台村
友遊–ストレッチ

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２９エコライフ講座
�（鳥栖・三養基西部リサイクルプラザ）
休館日

　休日在宅当番医
東佐賀病院
☎0942−94−2048（みやき町）

　歯科休日診療当番医
とおやま歯科医院
☎0942−84−8217（鳥栖市）

２７休館日
おもちゃひろば
サーキット運動

友遊–ヨガ教室
友遊–自適フィットネス
３Ｂ体操で介護予防
友遊–ミニテニス

囲碁交流会
サーキット運動
筋力向上トレーニング教室

　（ココトレ）
友遊–ソフトバレー
�友遊–ジュニアスポーツ教室

� （小学校体育館）

�友遊–KODOMOダンス教室
� （小学校体育館）

１４２か月児相談
１４乳児健診
ブックスタート
�友遊–美ダンス〜ZUMBA®️〜

� （井手口公民館）

３２女性総合相談
�友遊–スポーツ吹矢
３Ｂ体操で介護予防
サーキット運動
ステップアップ教室

２７おはなしのじかん
友遊–あさヨガ教室
転倒予防教室
友遊–ラージ卓球
友遊–スポーツ屋台村
友遊–ストレッチ
友遊–TUKIICHI体験教室

２６ ２７ ２８ ２９� 昭和の日 ３０
１９狂犬病予防集合注射
� （鳥栖市役所）

２７おたのしみおはなし会
休館日

　休日在宅当番医
平井内科
☎0952−53−3737（上峰町）

　歯科休日診療当番医
金子歯科
☎0952−52−8214（上峰町）

２７休館日
サーキット運動
筋力向上トレーニング教室

３２消費生活相談
友遊–ヨガ教室
友遊–自適フィットネス
３Ｂ体操で介護予防
おたっしゃカフェ
ステップアップ教室
友遊–ミニテニス

２７休館日
囲碁交流会
筋力向上トレーニング教室

　（ココトレ）
友遊–ソフトバレー

　休日在宅当番医
三樹病院
☎0952−52−7272（上峰町）

　歯科休日診療当番医
中川歯科医院
☎0942−87−3558（鳥栖市）

�友遊–美ダンス〜ZUMBA®️〜
� （井手口公民館）
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役場からのお知らせ

　

令
和
最
初
の
施
政
方
針
と
し
て
、
町
を
代
表
し
、

新
年
度
に
臨
む
私
の
所
信
と
予
算
概
要
と
施
策
に
つ

い
て
こ
こ
に
申
し
述
べ
ま
す
。

１　
所
信
表
明

　

旧
鍋
島
藩
時
代
に
市
武
代
官
所
と
神
埼
代
官
所
の

管
轄
下
に
あ
っ
た
こ
の
地
は
、
明
治
５
年
に
屋
形
原

村
、
堤
村
、
船
石
村
が
合
併
し
堤
村
に
な
り
、
下
津

毛
村
、
坊
所
村
が
合
併
し
坊
所
村
に
な
り
、
前
牟
田

村
、米
多
村
、寺
家
村
が
合
併
し
前
牟
田
村
に
な
り
、

市
橋
村
、
江
越
村
、
九
丁
分
村
、
江
迎
村
が
合
併
し

江
迎
村
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
２２
年
に
町

村
制
施
行
に
よ
り
三
根
郡
坊
所
村
、
前
牟
田
村
、
江

迎
村
、
堤
村
の
４
村
を
統
合
し
三
根
郡
上
峰
村
と
な

り
ま
す
。

　

典
型
的
な
農
村
地
域
で
あ
っ
た
上
峰
村
は
、
昭
和

３９
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
１
９
６
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
契
機
と
な
り
社
会
体
育
振
興
の
重
要
性
が
称
え
ら

れ
、
そ
れ
ま
で
体
力
つ
く
り
や
健
康
づ
く
り
な
ど
を

中
心
と
し
た
全
村
民
が
一
堂
に
会
し
、
集
い
、
み
ん

な
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
が
少
な
か
っ

た
村
に
組
織
が
で
き
、
指
導
者
が
増
え
る
な
ど
の
動

き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
５１
年
に
開
催
さ
れ
た
若
楠
国
体
を
記
念
し
農
村
勤

労
福
祉
セ
ン
タ
ー
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、武
道
館
、ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
が
昭
和
５２
年
３
月
に
完
成
し
、
ま

た
、
勤
労
者
の
運
動
時
間
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
小

学
校
運
動
場
に
ナ
イ
タ
ー
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

昭
和
５２
年
６
月
２８
日
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の
村
」
を
宣

言
し
、
昭
和
５４
年
度
に
は
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

を
対
象
に
し
た
「
村
民
体
力
つ
く
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
」
を
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和
６０
年
度
は
、
上
峰
村

民
プ
ー
ル
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
す
。
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
世
界
最
高
峰
の
プ
レ
ー
を
見
た
子
ど
も
た

ち
が
い
ろ
い
ろ
な
競
技
に
関
心
を
持
っ
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
と
は
無
縁
だ
っ
た
人
た
ち
が
観
戦
を
し
た

り
、
運
動
を
始
め
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
観
た
り
、

参
加
し
た
り
す
る
機
会
も
増
え
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
」
を
醸
成
す
る
に
は
ま
た
と

な
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
２
０
２
３
年
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
も
控
え
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
、
選
手
に
機
会
と
環
境
を
与
え
る
こ
と

を
構
想
す
る
契
機
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
や
青
少

年
健
全
育
成
と
い
っ
た
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
社
会
的
価
値
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
事
業
へ
の
参
加
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
加
入
促
進
な
ど
、
町
民
の
皆
様

が
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
き
っ
か
け
や
習
慣
づ
く
り
な

ど
に
つ
な
が
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
の
発
展
の
た
め
、
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

２　
予
算
概
要

○
令
和
２
年
度
予
算
の
考
え
方

　

令
和
２
年
度
予
算
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
編

成
上
の
基
本
方
針
は
、
①
人
口
減
少
、
高
齢
化
対
策

な
ど
喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応
と
町
の
重
点
施
策
を
念

頭
に
事
業
の
洗
い
直
し
を
行
う
こ
と
。
②
健
全
な
財

政
運
営
に
関
す
る
条
例
を
念
頭
に
町
債
発
行
の
抑
制

方
針
を
継
続
す
る
と
と
も
に
内
部
努
力
に
よ
る
経
費

の
削
減
を
図
る
こ
と
。
③
中
心
市
街
地
再
整
備
事
業

な
ど
大
型
事
業
が
控
え
る
中
、
継
続
的
事
業
に
関
し

て
は
効
果
や
効
率
の
面
か
ら
十
分
に
検
証
を
行
い
、

将
来
負
担
の
抑
制
に
努
め
る
こ
と
。
以
上
の
３
点
が

編
成
方
針
の
柱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

予
算
規
模
自
体
は
前
年
度
当
初
予
算
と
大
差
な
い

も
の
の
、
魅
力
発
信
拠
点
づ
く
り
事
業
や
ふ
る
さ
と

納
税
サ
イ
ト
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
継
続
的

施
策
に
加
え
、
鎮
西
山
の
修
景
植
栽
や
通
学
路
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
事
業
な
ど
新
た
な
施
策
も
多
彩
に
盛
り

込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
当
初
予
算
の
規
模
は
、

　

一
般
会
計�

１
１
３
億
１
、
６
５
６
万
円　

　

特
別
会
計

　
　

（
国
民
健
康
保
険
）�

９
億
６
、
９
７
６
万
円　

　
　

（
後
期
高
齢
者
医
療
）�

１
億
８
５
３
万
円　

　
　

（
土
地
取
得
）�

１
万
円　

　
　

（
農
業
集
落
排
水
）�

６
億
１
４
５
万
円　

　

全
会
計
の
合
計
で

　

１
２
９
億
９
、６
３
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
当
初
予
算
と
の
比
較
で
は
、

　

一
般
会
計　

１
０
１
・
１
％

　

特
別
会
計　

１
０
４
・
９
％

　

合
計
で
は　

１
０
１
・
６
％
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
総
額
１
１
３
億
１
、
６

５
６
万
円
（
対
前
年
度
１
０
１
・
１
％
、
１
億
２
、

６
０
９
万
円
の
増
）
で
、
前
年
度
よ
り
若
干
増
加
し

ま
し
た
。

　

次
に
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
の
概
要
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
ず
歳
入
で
す
が
、
町
税
全
体
で
は
対
前
年
度

９４
・
０
％
、
８
、
５
８
７
万
円
減
の
１３
億
５
、
５
８

１
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
法
人
町
民
税
は
、
対

前
年
度
５９
・
４
％
、
８
、
２
０
０
万
円
減
の
１
億
２
、

０
１
０
万
円
と
大
手
企
業
の
業
績
低
迷
及
び
税
率
改

正
の
減
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
固
定
資
産
税

７
億
２
、
８
５
４
万
円
、
個
人
住
民
税
４
億
８
８
０

万
円
と
そ
れ
ぞ
れ
前
年
並
み
の
税
収
が
見
込
ま
れ
ま

す
。軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は
対
前
年
度
１
０
３
・

９
％
、
１
１
９
万
円
増
の
３
、
２
０
４
万
円
、
ま
た

新
た
に
自
動
車
取
得
税
に
代
わ
り
環
境
性
能
割
が
設

け
ら
れ
１
２
０
万
円
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
た
ば
こ
税

は
対
前
年
度
９６
・
７
％
、
２
２
０
万
円
減
の
６
、
３

８
０
万
円
の
見
込
み
で
す
。

　

国
県
支
出
金
は
、
対
前
年
度
１
１
４
・
２
％
、
１

億
１
、
５
４
２
万
円
増
の
９
億
２
、
９
７
５
万
円
と

な
り
、
鎮
西
山
再
整
備
に
か
か
る
交
付
金
等
で
増
加

し
た
も
の
で
す
。
地
方
交
付
税
は
、
９
億
１
、
５
５

８
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
う
ち
普
通
交
付
税

が
８
億
２
４
２
万
円
で
、令
和
元
年
度
実
績
７
億
８
、

２
８
５
万
円
と
の
比
較
で
は
２
・
５
％
の
微
増
と
見

込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
基
準
財
政
収
入
額
に
算
入
さ

れ
る
法
人
町
民
税
の
動
向
を
注
視
し
て
い
ま
す
。
特

別
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
が
策
定
し
た
地
方
財
政

計
画
の
増
減
率
を
参
酌
し
、
１
億
１
、
３
１
６
万
円

を
計
上
致
し
ま
し
た
。
町
債
は
、
前
年
度
と
同
様
、

臨
時
財
政
対
策
債
と
町
道
補
修
関
係
で
長
寿
命
化
債

を
予
定
し
て
お
り
、
合
わ
せ
て
１
億
９
、
４
４
１
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
健
全
な
財
政
運
営
に
関
す

る
条
例
の
規
定
に
よ
る
制
限
を
超
え
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は
、
前

年
度
当
初
と
同
額
の
４０
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

一
方
歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費
に
対
前
年
度
１
０

２
・
３
％
、
４
、
７
０
０
万
円
増
の
２０
億
５
、
７
０

０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
の
進
展
や

社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
社
会
保
障
関
連
経
費
を

中
心
に
扶
助
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
一
方
、
公
債
費

負
担
は
着
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
投
資
的
経
費
に

つ
い
て
は
、
町
道
の
新
設
改
良
工
事
の
増
額
、
鎮
西

山
の
再
整
備
工
事
に
着
手
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
対
前

年
度
１
６
３
・
９
％
、
２
億
２
、
１
０
０
万
円
増
の

５
億
６
、
６
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

納
税
関
連
を
含
む
そ
の
他
の
経
費
と
し
て
は
、
対
前

年
度
９８
・
４
％
、
１
億
４
、
２
０
０
万
円
減
の
８６
億

９
、
３
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

ふ
る
さ
と
納
税
関
連
で
は
、
前
年
度
当
初
段
階
で
平

成
３０
年
度
当
初
比
５
億
２
、
８
０
０
万
円
減
少
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
更
に
４
億
１
、
５
０
０

万
円
の
節
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

３　
主
要
な
施
策
に
つ
い
て

○
主
要
な
施
策
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ
き
ま
し
て
、
申

し
述
べ
ま
す
。
「
上
峰
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
後
期

分
野
別
計
画
の
施
策
体
系
に
沿
っ
て
、
公
約
に
関
す

る
取
り
組
み
事
業
も
含
め
て
、
新
た
に
取
り
組
む
施

策
を
中
心
に
、
そ
の
大
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

１
．
美
し
く
安
全
な
生
活
環
境
の
ま
ち

①
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

▪
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

　

我
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
２
０
３
０
年

度
に
２
０
１
３
年
度
比
で
削
減
目
標
の
２６
％
の
う

ち
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
・
事
業
部
門
に
お
い
て

４０
％
削
減
を
目
標
と
し
た
、
地
球
温
暖
化
対
策
計
画

が
２
０
１
６
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
に

お
い
て
も
、
こ
の
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
う
為
に
、
上
峰
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の

令
和
２
年

施
政
方
針

施
政
方
針
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役場からのお知らせ

改
定
を
行
い
ま
す
。

▪
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
推
進

　

町
民
自
ら
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用

に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
み
、
地
域

全
体
で
地
球
温
暖
化
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
環
境

に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
と
し
て
、
２０
件

分
の
１
６
０
万
円
を
予
算
計
上
し
ま
す
。

▪
自
然
保
護
・
環
境
保
全
活
動
の
促
進

　

令
和
元
年
１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
「
殺
処
分
ゼ
ロ
へ
！
猫
と
共
存
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
、
全
国
の
皆
様
か
ら

の
温
か
い
ご
支
援
等
に
よ
り
目
標
金
額
以
上
の
寄
附

が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
寄
附
金
は
、
環
境
衛
生
被

害
の
軽
減
と
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
平
成
３０
年
度
よ

り
実
施
し
て
い
る
「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・

去
勢
手
術
」
助
成
事
業
の
財
源
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
今
後
も
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
の
推
進
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

▪
公
害
等
の
未
然
防
止

　

目
達
原
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
騒
音
に
つ
い
て
、

年
間
平
均
６２　
dB
以
下
で
あ
る
か
を
調
査
す
る
た
め
、

現
在
３
箇
所
で
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
国

に
よ
る
適
切
な
防
音
対
策
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
の
た

め
に
、
水
質
検
査
を
工
場
排
水
年
４
回
６
箇
所
、
河

川
水
水
質
検
査
年
２
回
１８
箇
所
、
地
下
水
の
ト
リ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
類
第
３
物
質
検
査
年
１
回
５
箇
所
で

行
い
、
未
然
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

玄
海
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
放
射
線
数
値
を
自
動

観
測
す
る
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
が
独
自
に
配
備
さ
れ
、
通
常
測
定
の
ほ

か
職
員
の
機
器
設
置
及
び
起
動
作
動
の
習
熟
を
目
的

に
１
年
に
３
～
４
回
の
県
と
の
一
連
の
流
れ
の
訓
練

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
ご
み
処
理
等
環
境
衛
生

▪
ご
み
収
集
・
処
理
体
制
の
充
実

　

現
在
稼
働
中
の
鳥
栖
・
三
養
基
西
部
環
境
施
設
組

合
の
ご
み
処
理
施
設
の
設
置
期
限
が
令
和
５
年
度
ま

で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
期
ご
み
処
理
施
設

建
設
予
定
地
を
鳥
栖
市
真
木
町
の
旧
焼
却
場
跡
地
に

決
定
し
ま
し
た
が
、
土
壌
調
査
に
よ
り
汚
染
物
質
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
予
定
地
を
縮
小
し
、
焼
却

施
設
だ
け
を
先
行
し
て
建
設
す
る
よ
う
協
議
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、次
期
ご
み
処
理
施
設
建
設
予
定
地
は
、

平
成
３１
年
４
月
に
改
定
さ
れ
た
鳥
栖
市
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
よ
り
浸
水
５
メ
ー
ト
ル
地
域
と
想
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
浸
水
に
も
耐
え
う
る
安
全
な
施
設
建
設

を
目
指
し
、令
和
５
年
度
完
成
に
向
け
、ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
沿
っ
て
計
画
を
進
め
ま
す
。

▪
３
Ｒ
運
動
の
促
進

　

Ｅ
Ｍ
菌
を
使
っ
た
生
ご
み
の
た
い
肥
化
（
リ
ユ
ー

ス
）
の
講
習
会
や
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
（
生
ご
み

電
動
処
理
機
／
生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
）
購
入
補
助
を

通
じ
、
町
民
や
事
業
者
の
ご
み
を
出
さ
な
い
（
リ

デ
ュ
ー
ス
）生
活
様
式
へ
の
転
換
を
促
し
て
い
ま
す
。

ま
た
町
民
の
資
源
ご
み
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
に
対
す
る

意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
さ
ら
な
る
広
報
啓
発

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▪
不
法
投
棄
の
防
止

　

山
間
部
や
河
川
等
へ
の
不
法
投
棄
を
抑
止
す
る
た

め
、警
察
と
情
報
を
連
携
し
、パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

今
後
も
不
法
投
棄
防
止
看
板
の
設
置
、
或
い
は
防
止

ポ
ス
タ
ー
等
で
の
啓
発
等
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
の
環
境
美
化
推
進
員
と
連
携
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

▪
し
尿
収
集
・
処
理
体
制
の
充
実

　

平
成
１４
年
竣
工
の
三
神
地
区
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
の
老
朽
化
に
伴
い
、
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す

三
神
地
区
環
境
事
務
組
合
に
て
処
理
基
本
計
画
を
策

定
し
、
総
合
的
・
中
長
期
的
な
視
点
の
下
、
基
幹
的

設
備
改
良
事
業
を
行
い
、
長
寿
命
化
計
画
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
今
後
も
収
集
業
者
と
連
携
し
、
効
率
的

な
収
集
運
搬
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▪
斎
場
の
適
正
管
理

　

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町
の
火
葬
場
が
令
和
２
年
１０

月
よ
り
操
業
開
始
さ
れ
る
事
に
よ
り
、
利
用
者
減
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
三
養
基
西
部
葬
祭
組
合
に

よ
る
斎
場
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
・
運
営
に
引
き

続
き
努
め
て
い
き
ま
す
。

③
上
・
下
水
道

▪
給
水
体
制
の
維
持
・
充
実

　

上
水
道
へ
の
加
入
促
進
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
東
部

水
道
企
業
団
と
連
携
し
、
企
業
団
だ
よ
り
や
町
広
報

紙
等
を
活
用
し
て
、
安
全
性
の
高
い
上
水
道
へ
の
加

入
啓
発
を
行
い
ま
す
。
佐
賀
東
部
水
道
企
業
団
管
内

の
水
道
管
は
全
体
の
約
５０
％
が
昭
和
４０
年
代
か
ら
５０

年
代
に
埋
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
管
路
更
新
５０
年
計
画
達
成
の
た
め
、
必

要
な
事
業
計
画
の
策
定
と
適
切
な
事
業
費
を
算
定

し
、
水
道
水
の
安
全
供
給
と
と
も
に
今
後
の
水
道
料

金
の
値
下
げ
に
つ
い
て
も
要
望
を
し
て
い
く
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

▪
下
水
道
施
設
の
適
正
管
理

　

最
適
整
備
構
想
計
画
に
基
づ
き
、
処
理
施
設
・
管

路
施
設
の
機
能
の
保
全
と
長
寿
命
化
に
向
け
て
、
老

朽
化
し
た
施
設
の
更
新
及
び
処
理
施
設
改
修
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
・
県
が
推
進
し
て
い
る
生

活
排
水
処
理
の
広
域
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▪
下
水
道
施
設
の
円
滑
な
運
営

　

維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
包
括
的
管
理
業
務

委
託
に
よ
る
適
正
か
つ
効
果
的
な
施
設
管
理
を
行
っ

て
お
り
、
更
な
る
下
水
道
事
業
の
円
滑
な
運
営
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
処
理
施
設
整
備
事
業
等
に
充
当
し

た
起
債
の
償
還
関
係
で
は
、
よ
り
低
金
利
で
の
返
済

に
向
け
て
積
極
的
に
借
り
換
え
等
を
行
い
、
効
率
的

な
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
の
方
針

に
基
づ
き
公
営
企
業
会
計
へ
移
行
す
る
作
業
に
今
年

度
か
ら
着
手
し
、
令
和
５
年
度
の
適
用
を
目
指
し
ま

す
。

④
公
園
・
緑
地

▪
公
園
施
設
・
設
備
の
整
備
充
実

　

公
園
等
に
つ
い
て
は
、
樹
木
伐
採
等
の
業
者
発
注

と
と
も
に
、
地
元
地
区
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
な
が

ら
、
引
き
続
き
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
鎮
西
山
い
こ
い
の
森
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
町
外
か

ら
の
誘
客
が
可
能
な
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
が
必

要
と
の
考
え
か
ら
、
整
備
の
た
め
の
補
助
金
申
請
を

行
っ
て
い
ま
す
。
採
択
後
は
整
備
に
向
け
、
速
や
か

に
実
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▪
緑
化
の
推
進

　
「
緑
の
募
金
」
の
活
動
を
推
進
し
、
こ
れ
を
財
源

と
し
た
緑
化
事
業
を
地
域
住
民
や
住
民
団
体
の
皆
様

に
よ
り
推
し
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
施
設
内
外

で
、
緑
や
花
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
、
精
神
衛
生

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑤
交
通
安
全
・
防
犯

▪
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

　

近
年
、
高
齢
の
方
が
加
害
者
と
な
る
交
通
事
故
が

増
え
て
お
り
、
加
齢
に
よ
る
記
憶
力
や
判
断
力
と

い
っ
た
認
知
機
能
の
低
下
は
、
自
覚
が
難
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
従
来
ま
で
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る

交
通
安
全
教
室
は
も
と
よ
り
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
効
果
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

▪
交
通
安
全
施
設
の
整
備
充
実

　

国
・
県
道
の
安
全
な
道
路
環
境
の
整
備
及
び
県
道

へ
の
安
全
施
設
の
設
置
を
昨
年
に
引
き
続
き
要
請
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
町
道
に
つ
い
て
も
、
交
通
量

の
多
い
路
線
や
通
学
路
を
中
心
に
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
充
実

を
随
時
実
施
す
る
と
と
も
に
、
危
険
交
差
点
等
へ
の

カ
ラ
ー
舗
装
の
施
工
、監
視
・
点
検
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
・
中
学
校
周
辺
の
通
学
路
で
歩
道
が

無
い
場
所
に
つ
い
て
は
、
路
肩
部
に
カ
ラ
ー
舗
装
を

施
す
こ
と
に
よ
り
、
運
転
者
か
ら
の
視
認
性
を
向
上

さ
せ
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。
令
和
２

年
度
は
、小
学
校
周
辺
を
重
点
的
に
実
施
予
定
で
す
。

▪
防
犯
意
識
の
高
揚

　

地
域
・
警
察
と
の
連
携
に
よ
る
防
犯
意
識
の
高
揚

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▪
地
域
ぐ
る
み
の
安
全
環
境
づ
く
り

　

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
や
青
少
年
サ
ポ
ー
タ
ー
に

よ
る
防
犯
活
動
の
充
実
促
進
、
保
護
者
等
に
よ
る
小

学
校
内
の
巡
回
、
商
工
会
や
議
会
な
ど
の
各
機
関
や

Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
を
は
じ
め
と
し
た
地
区
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
、
町
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
所
有
の
青
色
防
犯
回
転

灯
付
自
動
車
に
よ
る
連
携
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
安
全
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
は
、
地
域
防
犯
力
の
一
層
の
強

7
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化
を
図
る
た
め
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
防
犯
灯
へ
の
取
り
替

え
の
促
進
を
図
り
、
防
犯
対
策
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

⑥
消
防
・
救
急
・
防
災

▪
常
備
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

　

社
会
構
造
の
急
速
な
変
遷
の
中
で
、
町
民
の
生

命
・
身
体
・
財
産
を
守
り
、
安
心
・
安
全
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
複
雑
化
し
困
難
性
を
増
す
災
害
へ
の

対
応
に
的
確
に
立
ち
向
か
う
た
め
、
将
来
を
見
据
え

た
消
防
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
令
和

２
年
度
は
、
傷
病
者
を
病
院
な
ど
の
医
療
施
設
ま
で

迅
速
か
つ
安
全
に
搬
送
す
る
救
急
車
２
台
を
最
新
鋭

の
車
両
に
更
新
し
ま
す
。
ま
た
、
消
防
本
部
の
施
設

の
整
備
内
容
や
時
期
、
費
用
等
を
具
体
的
に
表
す
こ

と
で
、
限
ら
れ
た
財
源
や
人
員
の
中
で
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
の
縮
減
や
予
算
の
平
準
化
等
の
効
果
が
得
ら
れ

る
個
別
施
設
計
画
を
策
定
予
定
で
す
。
そ
の
他
に
も

防
火
防
災
意
識
の
高
揚
、
消
防
力
の
充
実
強
化
、
火

災
予
防
、
災
害
の
防
止
に
、
引
き
続
き
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

▪
消
防
団
の
充
実

　

地
域
の
消
防
防
災
体
制
の
強
化
が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
防
火
衣
等
の
装
備

品
を
整
備
し
、
消
防
団
員
の
安
全
管
理
に
努
め
、
迅

速
な
消
防
活
動
が
で
き
る
よ
う
充
実
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
か
ら
は
、
消
防
団
員
確

保
対
策
事
業
補
助
金
に
て
整
備
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
活

用
し
た
団
員
募
集
の
Ｐ
Ｒ
等
を
図
り
、
団
員
報
酬
の

増
額
も
実
施
し
ま
す
。

▪
消
防
水
利
の
整
備

　

引
き
続
き
消
防
水
利
の
拡
充
に
努
め
、
消
防
力
の

強
化
を
は
か
り
ま
す
。

▪
火
災
予
防
の
徹
底

　

火
災
予
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、消
防
団
防
火
訓
練
、

秋
・
春
季
火
災
予
防
週
間
、
年
末
警
戒
等
の
開
催
に

よ
り
、
町
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
女
性
消
防
団
を
積
極
的
に
活
用
し
、

女
性
な
ら
で
は
の
、
き
め
細
か
な
活
動
を
進
め
、
防

火
意
識
の
更
な
る
高
揚
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

　

昨
年
８
月
に
佐
賀
県
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
で
は
、

大
規
模
な
浸
水
被
害
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
県
内

各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

踏
ま
え
、
住
民
自
ら
が
必
要
な
避
難
行
動
と
適
切
な

災
害
対
応
が
と
れ
る
よ
う
専
門
家
を
配
置
し
、
地
域

防
災
計
画
を
は
じ
め
、
防
災
関
連
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の

見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
防
災
・
減
災
体
制
の
強
化 

　

昨
年
３
月
、
内
閣
府
に
て
「
避
難
勧
告
等
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
定
が
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
は
、
住
民
が
情
報
の
意
味
を
直
感
的
に

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
情
報
を
５
段

階
の
警
戒
レ
ベ
ル
に
よ
り
提
供
し
、
避
難
行
動
等
を

支
援
す
る
よ
う
改
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
本
町
に
お

い
て
も
本
警
戒
レ
ベ
ル
を
活
用
し
、
住
民
の
安
全
な

避
難
行
動
等
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
避
難
情
報
等

に
対
す
る
一
層
の
理
解
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

航
空
消
防
防
災
体
制
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
、

県
、
市
町
、
消
防
本
部
を
置
く
市
、
一
部
消
防
事
務

組
合
及
び
広
域
連
合
に
て
、
佐
賀
県
防
災
航
空
隊
の

運
営
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
令
和
２
年

４
月
に
佐
賀
県
防
災
航
空
隊
発
隊
、
同
年
１２
月
に
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
納
入
、
翌
年
３
月
末
の
運
航
開
始
予
定

で
す
。

２
．
だ
れ
も
が
元
気
に
な
る
健
康
・
福
祉
の
ま
ち

①
保
健
・
医
療

▪
保
健
事
業
推
進
体
制
の
充
実

　

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
及
び
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
本
町
の
健
康
課
題
に
即
し

た
疾
病
予
防
・
重
症
化
予
防
対
策
を
進
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
保
健
事
業
の
展
開
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
性
を
踏
ま
え
た
保
健
事
業
を
進
め

る
た
め
、
医
療
機
関
と
の
連
携
等
に
よ
り
、
本
町
に

お
け
る
健
康
課
題
の
分
析
に
努
め
ま
す
。
住
民
基
本

情
報
と
連
携
し
た
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
よ

り
、
各
種
健
康
診
査
結
果
や
予
防
接
種
履
歴
等
、
住

民
一
人
ひ
と
り
の
デ
ー
タ
を
健
康
カ
ル
テ
等
で
一
元

管
理
し
、
効
果
的
な
保
険
事
業
の
実
施
及
び
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
母
子
保
健
の
充
実

を
統
括
的
に
対
応
す
る
た
め
の
拠
点
と
な
る
、
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▪
健
康
づ
く
り
意
識
の
高
揚
と
自
主
的
活
動
の
促
進

　

広
報
・
啓
発
活
動
の
推
進
、
食
生
活
改
善
推
進
員

の
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
支
援
と
し
て
地
区
伝
達

料
理
教
室
等
に
よ
り
、
町
民
の
「
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
町
内
の
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、
若
年
か
ら

の
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
り
、
医
療
・
介
護
の
給
付

費
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
委
託
事
業
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
が
ん
サ
ロ
ン
は
、
医
療
機
関
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
事
業
所
等
と
の
連
携

構
築
に
努
め
、
相
談
機
能
や
交
流
機
能
を
高
め
、
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
促
進
し
ま
す
。

▪
健
康
診
査
・
保
健
指
導
等
の
充
実

　

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
及
び
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
に
基
づ
き
、
受
診
率
の
向
上
に
向
け
た
啓
発
等

を
積
極
的
に
進
め
な
が
ら
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
脳
血
管
疾
患
や

心
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
等
重
症
化
を
予
防
し
、
国

保
医
療
費
の
適
正
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
各

種
が
ん
検
診
（
胃
が
ん
検
診
・
肺
が
ん
検
診
・
大
腸

が
ん
検
診
・
前
立
腺
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
・

乳
が
ん
検
診
・
ピ
ロ
リ
菌
検
査
）
等
の
集
団
検
診
料

金
を
引
き
続
き
無
料
で
実
施
し
ま
す
。
子
宮
が
ん
検

診
・
乳
が
ん
検
診
は
医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
を
実

施
し
、
受
診
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
重
症
化
予

防
、
が
ん
の
早
期
発
見
と
健
康
意
識
の
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
令
和
２
年
度
よ
り
疾
病
の
早
期

発
見
と
早
期
治
療
の
促
進
の
た
め
、
新
た
に
「
国
民

健
康
保
険
脳
ド
ッ
ク
検
診
助
成
事
業
」
を
実
施
し
ま

す
。

▪
母
子
保
健
の
充
実

　

親
の
育
児
不
安
解
消
、
児
童
虐
待
の
発
症
予
防
に

向
け
、
妊
娠
期
か
ら
の
継
続
し
た
相
談
や
指
導
・
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
・
乳
幼
児
健
診
や
相
談
を
実
施
し
、
母

子
保
健
推
進
員
活
動
の
支
援
を
行
い
、
母
子
保
健
分

野
と
子
育
て
支
援
分
野
の
両
面
か
ら
の
支
援
が
一
体

的
に
提
供
で
き
る
よ
う
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

産
前
産
後
の
育
児
家
事
援
助
を
行
い
、
引
き
続
き
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
不
妊
治
療
費
助
成
に

つ
い
て
、
男
性
不
妊
治
療
費
に
関
し
て
も
実
施
し
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

▪
精
神
保
健
の
推
進

　

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
及
び
そ
の
自
立
と
社
会

経
済
活
動
へ
の
参
加
に
対
す
る
地
域
住
民
の
関
心
と

理
解
を
深
め
る
よ
う
、
佐
賀
県
や
医
師
会
等
と
の
連

携
の
も
と
、
う
つ
病
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
心
の
病
に

関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
の
た
め
の
広
報
活
動
等

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
医
療
機
関
や
保
健

福
祉
事
務
所
、
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
正
し
い
知
識
の
普
及
に
努

め
ま
す
。
障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
で
は
、
精

神
障
害
に
も
適
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

▪
感
染
症
対
策
の
推
進

　

佐
賀
県
や
医
師
会
等
の
連
携
の
も
と
、
結
核
や
肝

炎
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
や
予
防
接
種
相
談
支
援
体
制
の

充
実
に
努
め
ま
す
。
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
予

防
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
動
向
を
み
な
が
ら

充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
推
進
の
た
め
、
防
護
服
や
マ
ス
ク
を
備
蓄
し
、

緊
急
時
対
応
に
備
え
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
無
症
状
で
も
感
染
が
想
定

を
上
回
る
拡
大
を
見
せ
て
お
り
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

１９
」
対
応
や
連
絡
体
制
の
確
認
を
行
い
、
相
談
窓
口

等
の
周
知
に
努
め
ま
す
。
昨
今
の
風
し
ん
流
行
対
策

に
つ
い
て
は
、
法
令
を
遵
守
し
、
定
期
予
防
接
種
と

し
て
、
風
し
ん
抗
体
の
な
い
３９
～
５４
歳
の
男
性
を
対

象
に
無
料
で
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
及
び
妊
婦
の
同
居
家
族
を
対

象
と
し
た
「
妊
娠
安
心
風
し
ん
抗
体
検
査
、
予
防
接

種
事
業
」
を
実
施
し
、
先
天
性
風
疹
症
候
群
の
予
防

に
努
め
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
よ
り
０
歳
か
ら
１８
歳
ま
で
の
児
童
を

対
象
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
を
開
始

し
、子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
と
も
に
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
重
症
化
、
感
染
拡
大
防
止

を
図
り
ま
す
。

▪
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　

自
己
判
断
で
受
診
を
手
控
え
た
り
、
延
期
し
た

り
、
あ
る
い
は
、
間
違
っ
た
対
応
策
を
と
っ
て
い
る

う
ち
に
重
症
化
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と
を
防
ぐ

た
め
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
「
か
か
り
つ
け
医
」
を

持
て
る
よ
う
、
佐
賀
県
や
医
師
会
等
と
の
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
広
域
的
な
視
点
か
ら
地
域
医
療
機
関

の
充
実
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
だ
れ
も
が
い
つ
で

も
適
切
な
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
休

日
・
夜
間
及
び
救
急
医
療
体
制
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

②
高
齢
者
支
援

▪
高
齢
者
支
援
推
進
体
制
の
充
実

　

団
塊
の
世
代
が
７５
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
を

目
途
に
、
重
度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
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役場からのお知らせ

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま

で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・

介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
着
手
し
て
い
き

ま
す
。
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

実
施
に
つ
い
て
、
健
康
課
題
の
把
握
や
地
域
医
療
関

係
団
体
等
と
の
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

多
様
な
社
会
資
源
や
行
政
資
源
を
踏
ま
え
、
事
業
全

体
の
企
画
・
調
整
・
分
析
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▪
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
社
会
福

祉
協
議
会
等
と
の
連
携
の
も
と
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
の
貸
与
、
お
た
っ
し
ゃ
便
を
は
じ
め
と
し
た
買

物
弱
者
支
援
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま

す
。６５
歳
以
上
の
高
齢
者
に
あ
ん
摩
、マ
ッ
サ
ー
ジ
、

指
圧
、
は
り
及
び
き
ゅ
う
の
施
術
料
に
つ
い
て
給
付

す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
身
の
健
康
の
保
持
に
努
め
ま

す
。
ま
た
多
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
に
尽
力
さ
れ
た

こ
と
に
敬
意
を
表
し
、
古
希
（
７０
歳
）
、
喜
寿
（
７７

歳
）
、
米
寿
（
８８
歳
）
、
白
寿
（
９９
歳
）
の
方
々
に

長
寿
祝
い
金
を
交
付
し
ま
す
。
９
月
に
６５
歳
以
上
の

町
内
居
住
者
の
長
寿
を
祝
う
た
め
に
敬
老
会
を
開
催

し
、
長
寿
表
彰
や
金
婚
祝
い
を
行
い
ま
す
。

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
、

糖
尿
病
重
症
化
予
防
事
業
、
健
康
状
態
不
明
者
等
へ

の
訪
問
指
導
事
業
等
、
通
い
の
場
へ
の
関
与
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

▪
高
齢
者
の
能
力
活
用
・
社
会
参
加
の
促
進

　

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
充
実
し
た
生
活
を

送
り
、
積
極
的
に
社
会
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、老
人
ク
ラ
ブ
が
行
う
き
ず
な
サ
ロ
ン
、温
水
プ
ー

ル
等
の
利
用
助
成
、
料
理
教
室
等
の
活
動
支
援
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、
団
塊
の
世
代
の
知
識
や

技
術
を
活
用
し
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用

を
は
じ
め
、高
齢
者
の
社
会
参
加
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

居
場
所
づ
く
り
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▪
認
知
症
対
策
の
推
進

　

徘
徊
高
齢
者
の
早
期
発
見
や
地
域
で
の
見
守
り
体

制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
上
峰
町
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
に
配
置
さ
れ
る
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
活
用
や
、
児
童
を
対
象

に
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
継
続
し

て
開
催
し
、
認
知
症
高
齢
者
の
早
期
発
見
、
予
防
、

重
度
化
の
防
止
、
啓
蒙
啓
発
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。
認
知
症
の
介
護
家
族
の
支
援
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

▪
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

介
護
保
険
に
よ
る
法
定
給
付
に
つ
い
て
は
、
保
険

者
で
あ
る
鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
と
連
携

し
、
介
護
事
業
の
現
状
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
要

支
援
要
介
護
認
定
者
に
対
し
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
・
施

設
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
保
険
給
付
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。

▪
地
域
支
援
事
業
の
実
施

　

高
齢
者
が
で
き
る
だ
け
介
護
や
支
援
が
必
要
な
状

態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
介
護
保
険
事
業
に
よ
る
介
護

予
防
策
と
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
を
強
め
、
地
域

支
援
事
業（
口
腔
ケ
ア
教
室
・
介
護
予
防
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
転
倒
予
防
教
室
・
介
護
予
防
３
Ｂ
体
操
等
）

を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、総
合
事
業
を
活
用
し
フ
ォ
ー

マ
ル
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
有
機
的
な
結

合
に
向
け
て
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

医
療
・
介
護
給
付
費
の
適
正
化
に
向
け
、
若
年
者
か

ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
の
運
動
習
慣
の
定
着
、
促
進

を
図
り
ま
す
。

③
障
が
い
者
支
援

▪
障
が
い
者
支
援
推
進
体
制
の
充
実

　

障
害
福
祉
制
度
内
容
や
利
用
方
法
・
手
順
の
周
知

な
ど
支
援
推
進
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
関
係
機
関

と
、
よ
り
一
層
の
連
携
と
充
実
を
図
り
ま
す
。
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
必
要
量
や
確
保
に
関
し
て
定
め

る
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
、
障
害
児
通
所
支
援
等
の

必
要
量
や
確
保
に
関
し
て
定
め
る
第
２
期
障
害
児
福

祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
が
自
ら
の

能
力
を
最
大
限
発
揮
し
、
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▪
障
が
い
者
理
解
の
促
進

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
だ
れ
も
が
安
全
安

心
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
障
害
に
対
す
る
理
解
の

促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２８
年
４
月

に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
差
別
解
消
法
で
求
め
ら
れ
る

障
害
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
の
禁
止
や
障
害
者
に

対
す
る
合
理
的
な
配
慮
に
む
け
た
取
り
組
み
と
し
て

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
、
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
の
啓
発

普
及
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▪
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

身
近
な
場
所
に
お
い
て
必
要
な
日
常
生
活
又
は
社

会
生
活
を
営
む
た
め
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
社
会
参
加
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
旨

と
し
て
、
居
宅
で
の
生
活
を
支
援
す
る
訪
問
系
サ
ー

ビ
ス
、
日
中
の
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
、
居
住
系
サ
ー
ビ

ス
等
の
利
用
に
対
す
る
自
立
支
援
給
付
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
重
度
の

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
に
対
す
る
医
療
費
の
一

部
助
成
や
自
立
支
援
医
療
費
助
成
、
補
装
具
給
付
事

業
、
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者
に
対
し
て
タ
ク
シ
ー

料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
ま
す
。
「
障
害
が
あ
っ
て
も
地
域
の
中
で
暮

ら
し
続
け
た
い
」
と
い
う
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

▪
保
育
・
教
育
の
充
実

　

障
害
児
保
育
に
お
け
る
相
談
機
会
の
充
実
や
特
別

支
援
教
育
に
お
け
る
介
助
員
の
配
置
な
ど
に
配
慮
す

る
と
と
も
に
、
就
学
・
就
労
相
談
や
指
導
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
行
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
、
経
済
的
負

担
軽
減
の
観
点
か
ら
は
、
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援

学
級
へ
の
就
学
を
行
う
際
保
護
者
等
の
負
担
軽
減
を

行
い
ま
す
。
法
改
正
に
よ
り
就
学
前
の
障
害
児
を
支

援
す
る
た
め
、
児
童
発
達
支
援
等
の
利
用
者
負
担
無

償
化
に
つ
い
て
今
後
も
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

▪
就
労
支
援
の
充
実

　
「
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
」の
施
行
に
よ
り
、「
上

峰
町
に
お
け
る
優
先
調
達
推
進
方
針
」
を
定
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
利
用
者
の
平
均
工
賃
の
底
上

げ
を
図
る
た
め
積
極
的
に
公
共
施
設
に
係
る
公
共
事

業
の
発
注
を
増
や
す
よ
う
努
力
し
ま
す
。

▪
障
害
者
雇
用
の
促
進

　

今
後
も
、
法
定
雇
用
率
達
成
に
向
け
て
引
き
続
き

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
子
育
て
支
援

▪
子
育
て
に
対
す
る
経
済
的
支
援

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
支

給
方
法
を
現
物
給
付
方
式
と
し
、
高
校
生
ま
で
を
対

象
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
負
担
は
、
通

院
を
ひ
と
月
１
医
療
機
関
に
つ
き
自
己
負
担
上
限
５

０
０
円
を
２
回
ま
で
、
入
院
は
ひ
と
月
１
医
療
機
関

に
つ
き
自
己
負
担
上
限
１
、
０
０
０
円
の
支
払
い
と

し
、院
外
薬
局
で
の
薬
代
支
払
い
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

今
後
も
保
護
者
の
子
育
て
に
対
す
る
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

家
庭
等
の
生
活
安
定
・
児
童
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
、
児
童
手
当
と
し
て
所
得
限
度
額
未
満
の
受
給

者
に
対
し
、
３
歳
未
満
は
月
額
１
５
、
０
０
０
円
、

３
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
は
第
１
子
・
第
２
子

１
０
、
０
０
０
円
、
第
３
子
以
降
１
５
、
０
０
０
円
、

中
学
生
は
１
０
、
０
０
０
円
を
支
給
し
、
所
得
制
限

以
上
の
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
特
例
給
付
と
し
て
月

額
５
、
０
０
０
円
の
支
給
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

保
育
料
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
１０
月
か
ら
施
行

さ
れ
た
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
い
対
象
と

な
る
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
及
び
０

歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
ど
も

に
つ
い
て
対
応
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
外
の
未
移
行

幼
稚
園
の
利
用
者
に
対
し
て
、
新
１
号
と
し
て
施
設

等
利
用
給
付
認
定
を
、預
か
り
保
育
・
一
時
預
か
り
・

認
可
外
保
育
等
の
利
用
者
に
対
し
て
は
、
３
歳
か
ら

５
歳
ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
及
び
０
歳
か
ら
２
歳
ま

で
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
保
育
の
必
要
が
あ
る
子

ど
も
に
つ
い
て
審
査
の
上
、
新
２
号
新
３
号
の
施
設

等
利
用
給
付
認
定
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
保
護
者

に
対
し
て
の
経
済
的
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▪
地
域
の
中
の
子
育
て
環
境
づ
く
り

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
交
付
金
の
活
用
に
よ
る
、
延

長
保
育
・
一
時
預
か
り
事
業
及
び
病
後
児
保
育
事
業

等
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
平
成
３１
年

４
月
よ
り
運
営
場
所
を
上
峰
幼
稚
園
旧
園
舎
へ
と
移

し
た
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て
も
、
継

続
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
に
第
２
期
上
峰
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
そ

の
事
業
計
画
の
内
容
に
基
づ
き
、
関
係
各
課
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
子
育
て
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

▪
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

　

増
加
傾
向
に
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
経
済
的
・
精

神
的
不
安
の
軽
減
に
向
け
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

等
と
の
連
携
の
も
と
、
相
談
・
指
導
等
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
児
童
扶
養
手
当
や
助
成
制
度
の
周
知
と

活
用
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
経
済
的
事
情
又
は
家

庭
の
事
情
等
に
よ
り
孤
食
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
方

が
、
食
事
及
び
団
ら
ん
な
ど
を
通
し
て
社
会
と
の
接

点
を
設
け
つ
つ
共
食
を
推
進
し
、
食
事
を
通
し
た
地

域
に
お
け
る
多
世
代
交
流
拠
点
の
整
備
を
支
援
し
て

い
ま
す
。子
ど
も
の
み
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、

9



役場からのお知らせ

「
子
ど
も
も
通
え
る
多
世
代
交
流
食
堂
」
と
し
て
促

進
を
図
り
ま
す
。

⑤
地
域
福
祉

▪
地
域
福
祉
計
画
の
策
定　

　

高
齢
者
等
の
孤
立
防
止
や
所
在
不
明
問
題
へ
の
対

応
も
含
め
、
本
町
の
実
情
を
踏
ま
え
た
地
域
福
祉
を

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
地
域
福
祉
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

▪
地
域
福
祉
を
支
え
る
多
様
な
担
い
手
の
育
成

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
お
た
っ
し
ゃ
館
」
の
経
営

を
は
じ
め
と
し
た
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
や
、
利

用
者
の
増
加
を
図
る
た
め
の
地
域
公
共
交
通
の
体
制

強
化
等
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
健
康
器
具
等
を
用

い
た
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
支
援
事
業
や
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
お
け
る
公
益
的
事
業
を
引
き
続
き
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

▪
地
域
主
体
の
支
え
合
い
助
け
合
う
活
動
の
促
進

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
が
孤
立
せ
ず
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と

の
連
携
の
も
と
、
多
様
な
担
い
手
が
一
体
と
な
っ
た

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
促
進
し
、
地
域
で
支

え
合
う
体
制
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）
を

活
用
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
創
設
に
向
け
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

⑥
社
会
保
障

▪
低
所
得
者
福
祉
の
推
進

　

低
所
得
者
の
自
立
に
向
け
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
佐
賀
県
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
の
連
携
の

も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に
即
し
た
き
め
細
か
な
相

談
・
指
導
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、生
活
保
護
制
度
、

資
金
貸
付
制
度
及
び
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の

利
用
に
関
す
る
助
言
・
指
導
等
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け
る
、
生
活
困
窮
者
を
支
援

す
る
た
め
の
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
等
の
新
た
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

▪
国
民
健
康
保
険
制
度
の
健
全
運
営

　

県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
よ
り
安
定

的
な
財
政
運
営
を
行
え
る
よ
う
、
県
と
県
内
２０
市
町

で
佐
賀
県
市
町
国
民
健
康
保
険
広
域
化
連
携
会
議
等

を
開
催
し
、
保
険
税
率
や
事
務
・
事
業
の
効
率
化
等

に
つ
い
て
検
討
・
協
議
を
行
い
ま
す
。
保
険
税
率
・

税
額
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
は
据
え
置
く
こ
と

と
し
、
将
来
的
な
県
内
２０
市
町
の
税
率
一
本
化
に
向

け
て
、
標
準
保
険
税
率
や
国
保
運
営
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
制
度
に
つ
い
て
は
、
広
報
啓
発
活
動
の
推
進
や
医

療
費
通
知
、
後
発
医
薬
品
の
推
奨
、
重
複
服
薬
者
に

対
す
る
受
診
行
動
適
正
化
指
導
等
を
実
施
し
、
被
保

険
者
の
健
康
管
理
意
識
の
高
揚
、
適
正
受
診
の
促
進

を
図
り
制
度
の
健
全
運
営
に
努
め
ま
す
。

▪
国
民
年
金
制
度
の
周
知
徹
底

　

国
民
年
金
事
務
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
佐

賀
年
金
事
務
所
と
連
携
し
、
住
民
の
皆
様
が
ス
ム
ー

ズ
に
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
記
録
確
認
、

相
談
業
務
、
各
種
申
請
に
つ
い
て
同
事
務
所
の
指
導

の
も
と
、
町
広
報
紙
等
を
活
用
し
た
制
度
の
周
知
に

努
め
ま
す
。

３
． 

活
力
と
交
流
に
満
ち
た
元
気
産
業
の
ま
ち

①
農
業

▪
農
業
生
産
基
盤
の
充
実

　

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
の
た
め
の
地

域
活
動
や
営
農
活
動
に
対
し
て
支
援
す
る
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
事
業
は
、
農
地
維
持
支
払
交
付
金
と

資
源
向
上
支
払
交
付
金
の
活
動
に
２０
組
織
が
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、
国
、
県
、
町
か
ら
の
補
助
金
を
各
組

織
に
交
付
し
ま
す
。

　

県
営
耕
地
整
理
た
め
池
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
２
年
度
事
業
費
５
，
０
０
０
万
円
、
堤
体

約
１
２
０
ｍ
等
の
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
の
鳥
獣
被
害
は
営
農
意
欲
の
減
退
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
等
を
も
た
ら
し
、
被
害
額
と
し
て
数
字

に
現
れ
る
以
上
に
農
家
に
対
し
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。
前
年
に
引
き
続
き
集
落
支
援
員
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
捕
獲
実
施
隊
に
よ
り
、
わ
な
の

設
置
や
点
検
と
捕
獲
、
捕
獲
機
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
て
の
捕
獲
に
取
り
組
み
、
鎮
西
山
登
山
道
に
出

没
し
て
い
た
イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
に
も
成
功
す
る
な
ど

着
実
な
成
果
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
猟
友

会
と
の
連
携
を
密
に
行
い
、
捕
獲
頭
数
の
増
加
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
狩
猟
免
許
取

得
等
補
助
金
に
よ
り
狩
猟
免
許
取
得
者
を
増
加
さ

せ
、
猟
友
会
、
捕
獲
実
施
隊
で
の
活
動
を
更
に
充
実

す
る
よ
う
に
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

従
来
ど
お
り
「
鳥
栖
三
養
基
有
害
鳥
獣
広
域
駆
除
対

策
協
議
会
」
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
「
鳥
獣
被
害
防

止
総
合
対
策
交
付
金
」
に
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ
、
ア
ラ

イ
グ
マ
用
箱
わ
な
の
購
入
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▪
意
欲
あ
る
多
様
な
担
い
手
の
育
成
・
確
保

　

担
い
手
農
家
の
安
定
に
資
す
る
た
め
、
経
営
所
得

安
定
対
策
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
令
和
元
年

の
豪
雨
等
に
よ
る
農
作
物
被
害
に
つ
い
て
は
、
営
農

再
開
・
草
勢
樹
勢
回
復
等
被
害
対
策
事
業
を
実
施
し
、

農
業
者
の
再
生
産
意
欲
の
高
揚
と
経
営
安
定
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
地
域
農
業
を
支
え
る
人
材
を
広
く

確
保
・
育
成
す
る
た
め
、
営
農
の
省
力
化
や
低
コ
ス

ト
化
、
農
産
物
の
高
品
質
化
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
先
端
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り

組
み
を
推
進
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
幅
広
い
農
業

の
情
報
発
信
に
必
要
な
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▪
農
産
物
の
生
産
性
の
向
上
と
農
業
の
６
次
産
業
化
の
促
進

　

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
（
産
地
交
付
金
）

に
よ
り
水
田
の
収
益
力
向
上
を
推
進
す
る
と
と
も
に

フ
ォ
ア
ス
を
活
用
し
て
の
大
豆
、
野
菜
等
の
高
品
質

化
と
増
収
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▪
地
産
地
消
の
促
進

　

新
た
な
地
産
地
消
及
び
観
光
交
流
の
拠
点
と
し

て
、
農
産
物
直
売
所
の
整
備
計
画
を
交
流
拠
点
の
整

備
に
併
せ
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
商
工
業

▪
商
工
会
の
育
成

　

商
工
会
の
更
な
る
活
性
化
を
図
る
た
め
に
指
導
事

業
の
中
で
、
商
工
会
会
員
で
経
営
上
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
事
業
者
を
対
象
に
、
中
小
企
業
診
断
士
な
ど

の
専
門
家
を
派
遣
し
て
、
実
践
的
な
指
導
・
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
経
営
課
題
の
解
決
に
向
け
た
支
援
を
行
う

経
営
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
今
後
公
共
発
注
の
在
り
方
も
Ｐ
Ｐ
Ｐ
が
主
流

と
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
地
元
企
業
に
よ
る
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
形
成
力
を
高
め
て
い
け
る
よ
う
、
地
元

事
業
者
向
け
の
勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
、
公
民

連
携
手
法
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▪
時
代
変
化
に
即
し
た
商
業
活
動
の
促
進

　

町
の
経
済
の
牽
引
役
で
あ
っ
た
イ
オ
ン
上
峰
店
閉

店
後
の
跡
地
等
を
活
用
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
の
取
組
み
に
体
育
館
等
を
追
加
設
定
す
る
再
評
価

を
行
い
、
新
た
な
賑
わ
い
と
人
だ
ま
り
の
拠
点
づ
く

り
に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
に
加
え
、
「
自
立
し

た
持
続
可
能
な
地
域
」を
つ
く
る
た
め
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
を
普
及
さ
せ
、
地
域
の
経
済
循
環
活
性
化
と

し
て
必
要
な
「
地
域
内
で
お
金
を
循
環
さ
せ
る
仕
組

み
」
を
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら
引
き
続
き
構
築
し

ま
す
。

▪
起
業
の
促
進

　

総
務
省
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
さ
ら
な
る
活
用
策

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
起
業
家
の
支
援
を
提
唱
し
た
こ

と
な
ど
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

取
組
み
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
な
が
ら
、
町
内
へ
の
事
業
所
進
出
、

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
し
た
特
産
物
紹
介
の
場

の
提
供
・
販
路
拡
大
、
創
業
や
新
事
業
に
取
り
組
む

事
業
者
等
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▪
企
業
誘
致
の
推
進

　

新
規
企
業
の
進
出
ニ
ー
ズ
よ
り
も
町
内
企
業
に
お

け
る
規
模
拡
大
等
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

規
模
拡
大
に
お
い
て
も
、
従
業
員
と
家
族
等
の
通

勤
・
通
学
や
住
宅
、
病
院
、
交
通
な
ど
、
ま
ち
づ
く

り
全
般
に
渡
る
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
各
企
業
へ
の
意
向
確
認
等
に
よ
り
、
誘
致
等
の

実
現
に
向
け
た
課
題
の
解
決
を
図
り
ま
す
。

▪
既
存
企
業
の
活
性
化
推
進

　

昨
年
、
電
子
部
品
メ
ッ
キ
加
工
を
手
掛
け
る
ニ
シ
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役場からのお知らせ

ハ
ラ
理
工
（
本
社
東
京
）
が
、
大
字
堤
に
あ
る
工
業

団
地
内
に
第
２
工
場
を
増
設
し
、
自
動
車
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
使
用
さ
れ
る
メ
ッ
キ
受
注
の
増
加
に
対

応
す
る
こ
と
と
な
り
、
１８
名
の
雇
用
増
員
を
さ
れ
る

こ
と
で
、
立
地
協
定
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。
Ｉ
ｏ

Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
運

転
の
車
な
ど
、
現
実
世
界
と
仮
想
世
界
を
相
互
に
連

携
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
が
多
く
の
分
野
で
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。
同
社
は
、
そ
れ
ら
を
円
滑
に
稼
働
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
半
導
体
、
電
子
部
品
の

メ
ッ
キ
加
工
を
通
し
て
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
お
ら

れ
、
技
術
力
で
も
世
界
レ
ベ
ル
で
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。
モ
ノ
づ
く
り
日
本
の
代
表
的
企
業
で
も

あ
り
ま
す
が
、
町
内
企
業
の
活
性
化
に
関
し
、
環
境

整
備
な
ど
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

株
式
会
社
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
佐
賀
工
場
に
お
き
ま
し
て

も
、
今
年
度
工
場
増
設
の
話
が
あ
り
、
協
力
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

③
観
光
・
交
流

▪
地
域
特
性
を
活
か
し
た
観
光
・
交
流
機
能
の
創
出

　
「
鎮
西
山
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
で
９
回
目
の
開
催
と
な
り
魅
力
的
な
装
飾
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
な
ど
に
よ
り
年
々
多
く
の

来
場
者
を
迎
え
て
お
り
、
桜
の
シ
ー
ズ
ン
の
風
物
詩

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
か
み
ち
ゃ
り

グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
つ
い
て
も
８
回
目
の
開
催
と
な
り

町
の
活
性
化
及
び
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
主
催
さ

れ
て
い
ま
す
「
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
」
の
運
営

に
対
し
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
方
と
協

働
で
町
の
発
展
及
び
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

交
流
拠
点
の
整
備
と
し
て
は
、
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
の
計
画
地
内
に
（
仮
称
）
道
の
駅
及
び
地
域

振
興
施
設
を
併
設
整
備
す
る
べ
く
、
引
き
続
き
、
計

画
の
実
現
化
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。
加
え
て
目
達

原
駐
屯
地
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
戦
時
資
料
な
ど
を
移

管
し
、
平
和
資
料
館
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
遺
族
会

と
の
連
携
も
深
め
な
が
ら
商
業
面
だ
け
で
は
な
く
歴

史
文
化
面
で
の
付
加
価
値
も
加
え
て
い
き
ま
す
。
な

お
、
街
並
み
や
景
観
形
成
の
観
点
か
ら
、
公
共
物
の

カ
ラ
ー
や
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ド
の
統
一
化
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
案
内
看
板
に
多
言
語
表
記
や
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
を
採
用
す
る
な
ど
し
、
外
国
か
ら
の
来
町
者
へ

も
わ
か
り
や
す
い
標
記
を
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

▪
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

　
（
一
社
）
起
立
工
商
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
観
光
庁
よ
り
認
可

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
機
能
を
高
め
て
い
け

る
よ
う
、
町
の
魅
力
発
信
事
業
と
し
て
、
引
き
続
き

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
等
の
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
資
源

の
磨
き
上
げ
や
体
験
型
観
光
商
品
の
開
発
・
販
売
促

進
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
産
業

振
興
と
交
流
人
口
、関
係
人
口
の
増
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
鎮
西
八
郎
為
朝（
源

為
朝
）
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
開
発
を

行
い
、
聖
地
化
す
る
こ
と
で
交
流
人
口
、
関
係
人
口

の
増
加
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
今

後
ア
ニ
メ
化
し
全
国
発
信
す
る
こ
と
を
視
野
に
入

れ
、
鎮
西
八
郎
為
朝
（
源
為
朝
）
ゆ
か
り
の
地
と
し

て
名
乗
り
を
上
げ
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
雇
用
対
策

▪
雇
用
機
会
の
確
保
と
雇
用
の
促
進

　

関
係
機
関
と
の
連
携
や
、
広
域
的
連
携
の
も
と
、

地
域
雇
用
開
発
の
促
進
の
た
め
の
一
体
的
な
取
り
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
説
明
会
等
の
案
内
周
知
に

よ
り
若
者
の
地
元
就
職
や
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促

進
、
女
性
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
に
努

め
ま
す
。

▪
勤
労
者
福
祉
の
充
実

　

連
合
佐
賀
結
成
３０
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
連

合
佐
賀
東
部
地
域
協
議
会
と
の
意
見
交
換
を
活
発
に

行
い
、
自
治
労
や
地
域
労
組
と
の
取
り
組
み
を
強
化

し
、
労
働
を
中
心
と
し
た
福
祉
社
会
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

⑤
消
費
者
対
策

▪
消
費
者
生
活
相
談
の
充
実

　

近
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
、
生
活
の
利

便
性
が
高
ま
る
一
方
で
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境

を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
複
雑
・

多
様
化
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
悪

質
商
法
や
特
殊
詐
欺
な
ど
の
手
口
は
複
雑
か
つ
巧
妙

化
し
て
お
り
、
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
消
費
生
活
相
談
体
制
の
充
実
に
努

め
、
消
費
者
被
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

４
． 

発
展
へ
の
基
盤
が
整
っ
た
ま
ち

①
土
地
利
用
・
都
市
計
画

▪
適
正
な
土
地
利
用
へ
の
誘
導

　

無
秩
序
な
開
発
行
為
の
未
然
防
止
や
土
地
利
用
区

分
に
応
じ
た
誘
導
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
西
峰
地
区

等
へ
の
人
口
増
加
に
よ
る
町
の
活
力
向
上
を
見
据

え
、
道
路
整
備
の
方
策
等
に
よ
り
適
正
な
土
地
利
用

と
良
好
な
環
境
の
新
た
な
宅
地
の
形
成
を
促
進
し
ま

す
。

②
住
宅
施
策

▪
町
営
住
宅
の
適
正
管
理
と
整
備
検
討

　

坊
所
団
地
に
つ
い
て
、
経
年
劣
化
に
伴
う
火
災
警

報
器
の
取
替
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
切
通
北
団
地

Ｒ
Ｃ
２
及
び
西
峰
団
地
Ｒ
Ｃ
２
に
つ
い
て
は
、
法
定

使
用
期
限
満
了
に
伴
う
量
水
器
取
替
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

▪
質
の
高
い
住
環
境
づ
く
り

　

旧
耐
震
基
準
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
一
般
住
宅
に
つ

い
て
は
、
耐
震
診
断
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
診
断
の
結
果
に
基
づ
き
実
施
す
る
耐
震
設
計

及
び
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
も
支
援
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
よ
り
建
築
基
準
法
の
設
置
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
に
対
す

る
支
援
も
行
い
ま
す
。

▪
空
き
家
の
利
活
用
等
の
推
進

　

空
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ

て
い
な
い
空
家
等
が
防
災
、
衛
生
、
景
観
等
の
地
域

住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
に
鑑
み
、
地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産

を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
生
活
環
境
の
保
全
を

図
る
目
的
で
策
定
い
た
し
ま
し
た
「
上
峰
町
空
家
等

対
策
計
画
」
に
よ
り
空
家
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

③
道
路
・
公
共
交
通

▪
国
道
の
整
備
促
進

　

国
道
３４
号
線
の
交
差
点
改
良
と
歩
道
設
置
に
つ
い

て
は
、
渋
滞
の
緩
和
と
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
向
け

て
、
国
道
事
務
所
と
連
携
を
図
り
、
引
き
続
き
地
元

関
係
者
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

▪
県
道
の
整
備
促
進

　

県
道
坊
所
城
島
線
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
町
民
セ
ン
タ
ー
よ
り
南
へ
約
２
５
０

11



役場からのお知らせ

ｍ
区
間
の
用
地
買
収
を
実
施
予
定
で
す
。
舗
装
の
改

修
に
つ
い
て
は
、
状
態
が
悪
い
箇
所
を
優
先
的
に
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。
県
道
神
埼
北
茂
安
線
に
つ
い

て
は
、
加
茂
交
差
点
か
ら
上
米
多
地
区
ま
で
の
間
の

歩
車
道
を
明
確
に
区
分
す
る
工
事
を
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
未
整
備
区
間
に
つ
い
て
は
、
早
期
の

事
業
着
手
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
県
東

部
土
木
事
務
所
と
の
意
見
交
換
や
情
報
交
換
等
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▪
町
道
の
整
備
及
び
長
寿
命
化

　

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
に
よ
る
事

業
と
し
て
、
西
峰
東
西
３
号
線
及
び
下
坊
所
東
西
線

の
改
良
・
舗
装
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、

坊
所
南
北
線
の
一
部
の
改
良
工
事
並
び
に
八
枚
碇
線

の
用
地
買
収
及
び
三
上
北
南
北
１
号
線
の
用
地
測
量

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
町
道
橋
梁
の
点
検
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し
を
実
施
し

ま
す
。

　

道
路
維
持
関
係
で
は
、
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推

進
事
業
債
を
利
用
し
、
舗
装
路
面
の
た
わ
み
、
ひ
び

割
れ
、
ひ
ず
み
等
の
状
況
を
基
に
住
民
か
ら
の
要
望

を
重
視
し
、
事
故
等
の
危
険
度
や
補
助
金
交
付
金
等

の
採
択
状
況
、
用
地
取
得
状
況
、
財
政
状
況
等
を
総

合
的
に
勘
案
し
、
都
度
、
計
画
を
見
直
し
、
緊
急
度

の
高
い
路
線
か
ら
補
修
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

集
落
環
境
整
備
と
し
て
側
溝
整
備
及
び
交
通
安
全
対

策
と
し
て
の
交
差
点
部
へ
カ
ラ
ー
着
色
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

▪
路
線
バ
ス
の
維
持
・
確
保

　

西
鉄
バ
ス
鳥
栖
神
埼
線
の
沿
線
自
治
体
と
の
連
携

の
も
と
、
佐
賀
県
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
を

通
じ
て
利
用
促
進
及
び
維
持
・
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

▪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
の
ら
ん
か
い
）
の
充
実

　

町
民
の
日
常
生
活
を
支
え
、
「
移
動
制
約
者
の
移

動
手
段
の
確
保
」
「
外
出
機
会
の
創
出
」
「
地
域
の

活
性
化
」
を
目
的
に
運
行
を
行
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
（
の
ら
ん
か
い
）
に
つ
い
て
、
通
学
バ
ス
、

巡
回
バ
ス
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
方

法
等
を
さ
ら
に
周
知
し
、
今
後
も
多
く
の
方
に
満
足

し
て
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
運
転
免
許
証
返
納
者
を

支
援
す
る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
賃
が
１

年
間
無
料
と
な
る
フ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
や
、

台
風
等
の
災
害
時
、
避
難
所
送
迎
に
お
け
る
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
活
用
等
、
交
通
弱
者
支
援
を
引
き
続
き
行

い
ま
す
。

④
情
報
化

▪
行
政
内
部
の
情
報
化
の
推
進

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
基
づ
く
自
治
体
間
の
情
報

連
携
や
行
政
事
務
の
効
率
化
を
推
進
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
質
や
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

▪
多
様
な
分
野
に
お
け
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
「
町
民
だ
よ
り
か
み
み
ね
」
に
加
え
、
町
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
や
タ
ウ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
て
、
住
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る
情
報
発
信
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
総
合
計
画
及
び
総
合
戦
略
見
直

し
の
年
度
で
も
あ
り
、
国
に
お
い
て
も
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ

ｔ
ｙ 

５
・
０
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
念
頭
に
置
い
た
多
種

多
様
な
施
策
が
展
開
さ
れ
る
中
、
本
町
に
お
い
て
実

効
性
が
期
待
で
き
る
施
策
を
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を

活
用
し
、
選
択
と
集
中
に
よ
り
体
系
化
す
る
こ
と
に

加
え
、町
民
が
手
に
取
り
や
す
く
、町
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
計
画
策
定
と
情
報
発
信
に
注
力

し
ま
す
。

５
． 

み
ん
な
の
力
で
つ
く
る
ま
ち

①
人
権
尊
重

▪
人
権
相
談
の
充
実

　

人
権
問
題
が
多
様
化
、複
雑
化
し
て
き
て
い
る
中
、

町
民
の
皆
様
が
人
権
意
識
を
高
め
、
互
い
の
多
様
性

を
認
め
あ
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
人
権
相
談
等
に
よ
る
人
権
擁
護
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

②
男
女
共
同
参
画

▪
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
改
革
の
推
進

　

広
報
・
啓
発
活
動
や
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
な
ど

様
々
な
場
を
通
じ
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分

担
意
識
の
解
消
や
社
会
慣
行
の
見
直
し
、
男
女
平
等

意
識
の
浸
透
に
向
け
た
啓
発
・
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

▪
男
女
共
同
参
画
・
女
性
活
躍
の
社
会
環
境
づ
く
り

　

町
の
審
議
会
等
へ
の
女
性
の
積
極
的
な
登
用
や
、

女
性
町
職
員
の
管
理
職
へ
の
登
用
拡
大
、
団
体
役

員
・
地
域
役
員
へ
の
女
性
の
登
用
の
働
き
か
け
な
ど

を
行
い
、
政
策
・
方
針
を
決
定
す
る
場
へ
の
女
性
の

参
画
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
育
児
、
介
護
休
業
制

度
の
普
及
促
進
な
ど
、
仕
事
と
家
庭
、
地
域
生
活
の

両
立
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

▪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
高
揚

　

地
域
の
自
然
・
伝
統
文
化
・
農
産
物
等
を
活
用
し

た
特
産
品
づ
く
り
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
の
支

援
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
自
発
的
か
つ
自
主
的
な

活
動
を
促
す
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
す
。

④
町
民
参
画
・
協
働

▪
広
報
・
広
聴
活
動
の
充
実

　

読
み
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
広
報
紙
づ
く
り
に
努

め
る
と
と
も
に
責
任
あ
る
言
及
に
努
め
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
活
動
の
一
層

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▪
情
報
公
開
の
推
進

　

町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
開
か
れ
た
町
政

を
推
進
す
る
た
め
、
法
令
の
定
め
に
基
づ
き
個
人
情

報
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
、
情
報
公
開
を
推
進
し
ま

す
。

▪
町
の
政
策
形
成
へ
の
参
画
・
協
働
の
推
進

　

総
合
計
画
及
び
総
合
戦
略
見
直
し
に
伴
い
、
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
町

民
の
意
見
聴
取
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
多
角
的
な
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
附
属
機
関
へ
の
女
性
登
用
率

の
向
上
と
市
民
参
画
の
機
会
を
拡
充
し
ま
す
。

▪
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
へ
の
参
画
・
協
働
の
促
進

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｖ
、
指
定
管
理
者
制
度
な
ど
の

Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
従
来
型
の
公

共
発
注
方
式
か
ら
シ
フ
ト
し
て
い
く
と
と
も
に
、
経

営
資
源
を
寄
せ
て
い
き
ま
す
。

▪
町
民
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

従
来
型
手
法
か
ら
新
た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
手

法
へ
の
変
革
期
に
当
た
り
、
町
民
の
出
番
と
居
場
所

の
拡
充
及
び
地
元
事
業
者
が
自
発
的
に
参
画
で
き
る

環
境
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ
の
積
極
的
な
育
成

を
図
り
ま
す
。

⑤
自
治
体
経
営

▪
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

　

財
政
健
全
化
法
が
施
行
さ
れ
た
平
成
１９
年
度
当

時
、
実
質
公
債
費
比
率
は
２３
・
３
％
、
将
来
負
担
比

率
は
２
１
１
・
０
％
と
町
財
政
は
危
機
的
状
況
に
あ

り
ま
し
た
が
、
平
成
３０
年
度
決
算
時
点
で
実
質
公
債

費
比
率
は
１２
・
９
％
、
将
来
負
担
比
率
は
比
率
そ
の

も
の
が
発
生
し
な
い
と
こ
ろ
ま
で
回
復
し
て
い
ま

す
。
今
後
に
お
い
て
も
経
費
節
減
を
心
が
け
、
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

▪
組
織
・
機
構
の
再
編

　

社
会
情
勢
の
変
化
や
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、機
能
的
な
組
織
・
機
構
へ
の
再
編
を
行
い
ま
す
。

▪
人
材
の
育
成

　

人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
職
員
研
修
の
充

実
や
成
果
主
義
に
基
づ
く
人
事
評
価
制
度
の
充
実
・

定
着
等
を
進
め
る
と
共
に
、
高
度
な
専
門
性
の
あ
る

職
員
を
積
極
的
に
採
用
し
組
織
的
な
能
力
を
高
め
、

地
方
分
権
・
地
方
創
生
の
時
代
の
担
い
手
に
ふ
さ
わ

し
い
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
事
評
価
制
度
の
適
切
な
運
用
に
よ
り
、

人
材
の
有
効
活
用
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図

り
、更
な
る
組
織
の
活
性
化
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
令
和
２
年
度
の
施
政
方
針
と
主
要
な
施
策

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
予
算
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
成
し
遂
げ
る
に
あ
た
っ

て
は
、
議
会
並
び
に
町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

支
援
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
議
員
各
位
の
ご
助
言
・
ご
指
導
を
お

願
い
申
し
上
げ
な
が
ら
、
所
信
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
清
聴
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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新型コロナウイルスに関する情報について

がん検診・特定健診についてのお知らせ

健康福祉課  健康増進係　☎52－7413

健康福祉課  健康増進係　☎５２－７４１３

　感染した場合の主な症状は、通常の風邪と同様、発熱、咳・くしゃみなどの呼吸器症状があり、重症化
すると肺炎を引き起こします。潜伏期間は、世界保健機関（ＷＨＯ）によれば、現時点では１～１２．５日と
されています。

対策のポイントについて
　流水と石けんを使ってこまめに手を洗いましょう。
　特に外出した後や咳をした後に口や鼻、目等を触る前には手洗いを行いましょう。
　咳をする場合には、マスクの着用や、鼻をティッシュで覆う等の咳エチケットを
行い、周りの人への感染を予防しましょう。

帰国者・接触者相談センターに相談する目安
　次のいずれかに該当する方は、帰国者・接触者相談センターに相談ください。
　○風邪の症状や３７．５度以上の発熱が４日以上続く方
　　（解熱剤を飲み続けなければならない方も同様。）
　○強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある方
　なお、以下のような方は重症化しやすいため、この状態が２日程度続く場合には、
帰国者・接触者相談センターに相談ください。
　・高齢者
　・�糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD等）、の基礎疾患がある方や透析を受

けている方
　・免疫抑制剤や、抗がん剤等を用いている方
　また、妊婦の方については、念のため、重症化しやすい方と同様に、早めに
帰国者・接触者相談センターに相談ください。

がん検診
　４月に予定していたがん検診は、新型コロナウイルス感染症の影響で、中止します。
　今後の開催については、回覧・広報等にてご案内します。

国民健康保険の特定健診・後期高齢者健診
　４月以降に対象の方には個人通知にてご案内します。

【帰国者・接触者相談センター】
上峰町の方は、下記にご相談ください。

鳥栖保健福祉事務所　☎0942−83−2161
対応時間　平日 ８時３０分〜１７時１５分
※ただし、緊急の場合は、夜間・土日も含め時間外も対応可能です。
　�保健福祉事務所に電話いただきますと、自動応答メッセージが流れます
ので、最後までお聞きいただき、その指示に従って対応してください。
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役場からのお知らせ

子どもの
相談・サークル
育児相談（予約制）

～毎月１回、育児相談を行っています～
　日　程　４月６日（月）
　　　　　５月１１日（月）
　時　間　１０時～１１時３０分
　場　所　役場１階　健康相談室
　内　容
　　身体測定、離乳食や子どもさんの
　　栄養相談、育児の悩みなど
　※�希望される方は、事前に健康福祉課

（保健師）にご連絡ください。

子どもの
健診・相談 場所

町民センター

４・５月の健康づくり 健康福祉課　健康増進係　☎５２−７４１３

健診・相談項目 対象者 健診日 受付時間

２か月児相談 実施月に
２か月になる児

４月２３日（木）

９時３０分

～

１０時

Ｒ２年２月生

５月２１日（木）

Ｒ２年３月生

乳児健診

実施月に
４か月になる児

４月２３日（木）

１３時

～

１３時３０分

Ｒ元年12月生

５月２１日（木）

Ｒ２年１月生

実施月に
１０か月になる児

４月２３日（木）

Ｒ元年６月生

５月２１日（木）

Ｒ元年７月生

１歳６か月児
健診

１歳６か月～
１歳８か月

４月１５日（水） １３時～
１３時３０分Ｈ３０年８月生、９月生

２歳児相談 ２歳６か月～
２歳８か月

４月１０日（金） ９時３０分～
１０時Ｈ２９年８月生、９月生

３歳児健診 ３歳７か月～
３歳９か月

５月１４日（木） １３時～
１３時３０分Ｈ2８年８月生、９月生

風しん抗体検査・予防接種について
健康福祉課  健康増進係　☎52－7413

対 象 者　昭和37年4月2日～昭和54年4月1日に生まれた男性
費　　用　無料（個別に送付しているクーポン券が必要です。）
　　　　　※�ただし、予防接種対象となるのは抗体検査の結果「抗

体なし」と判定された方に限ります。
実施場所　�当事業を実施している医療機関・事業所健診や特定健診

など

　風しん抗体保有率の低い年
代の男性を対象に、２０２２年３
月３１年までの３年間、風しん
抗体検査・予防接種を実施し
ています。対象の方へは個別
に通知していますので、詳し
くは通知をご確認ください。

～�風しんに対する抵抗力を
　確認・獲得しましょう！～

育児サークル子育てらんど
　

４月は中止します

新型コロナウイルス感染症の影響
で健診・相談の日程等が変更とな
る場合は、対象者の方へ健康福祉
課より連絡します。
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役場からのお知らせ

 ７５歳以上の方へ大事なお知らせです 
　後期高齢者医療保険料は、保険料の収入や医療給付費の支出等の動向を踏まえて２年に１度見直すこと
とされており、令和２年度は見直しの年にあたります。
　７５歳以上の医療費は、みなさまに納めていただく後期高齢者
医療保険料のほか、公費や現役世代からの支援金でまかなわれ
ています。
　平成３０年度では、１人当たり医療費が約１０７万円となってお
り、今後も増加することが見込まれます。
　また、現役世代の人口が減少しており、これまでの保険料で
は、医療費の支出をまかなうことができなくなるおそれがある
ため、令和２年度・３年度の保険料率について以下のとおり見
直しを行います。

○後期高齢者医療保険料率が変わります。

○賦課限度額が62万円から64万円に引き上げられます。

○軽減特例（8割、8.5割軽減）の見直しが行われます。
　�　所得に応じた軽減割合は法律上、７割・５割・２割となっていますが、制度の始まった平成２０年度か
ら平成３０年度まで、７割軽減に該当する方については特例的に９割・８．５割の軽減率が適用されていまし
た。安定した制度運営を目指すために、令和２年度の見直しでは、昨年度８割軽減であった方は７割軽
減に、８．５割軽減であった方は７．７５割軽減となります。

　�　軽減見直しは、年金生活者支援給付金の支給や介護保険料の軽減強化といった施策により負担軽減が
はかられています。

○軽減適用対象者の拡大（５割・２割）
　令和２年度改正で５割軽減・２割軽減の適用対象者が拡大されます。
　５割軽減の軽減基準額が２８万円から２８万５千円に、２割軽減の軽減基準額が５１万円から
　５２万円となります。

後期高齢者医療保険料保険料率改定（令和2・3年度）について
佐賀県後期高齢者医療広域連合　☎64－8476／健康福祉課  保険年金係　☎52－7413

年間保険料額

平成30･令和元年度

令和２･３年度

均等割額

51,800円

52,300円

所得割額
基礎控除後の総所得金額等

9.88％

10.06％

= +

同一世帯内の被保険者および世帯主の総所得金額等の合計額 均等割額の軽減割合

【33万円（基礎控除）】以下で、【被保険者全員が年金収入80万円以下
の世帯（その他各種所得がない場合） ７割

【33万円（基礎控除）】以下の世帯 7.75割

【33万円（基礎控除）+ 28万５千円 × 被保険者数】以下の世帯 ５割

【33万円（基礎控除）+ 52万円 × 被保険者数】以下の世帯 ２割

窓口負担
約９万円 保険料

公費

現役世代
からの
支援金

約６万円

約39万円
約53万円

平成30年度１人当たり医療費　約107万円
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役場からのお知らせ

令和２年度の国民年金保険料月額は16,540円です！！
佐賀年金事務所　☎３１－４１９１／健康福祉課  保険年金係　☎５２－７４１３

　令和２年４月から令和３年３月までの国民年金保険料の月額は、前年度より１３０円引き上げられ１６，５４０円
になります。
　令和２年度の納付書は、日本年金機構から４月上旬に送付されますので、金融機関、郵便局、コンビニ
エンスストアで納付してください。また、口座振替やクレジットカードでの納付もできます。
　口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより月々５０円割引される早割制度や、現金
納付よりも割引額が多い６カ月前納・１年前納・２年前納もあり大変お得です。
　前納制度を利用される場合は、事前に年金事務所へ問い合わせのうえ申し出ください。
【令和２年度の前納額】

支払方法

６か月前納 １年前納 ２年前納
【上期】４月～９月分 ４月～３月分 令和２・3年度
【下期】１０月～３月分
保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月現金で納付 99,240円 − 198,480円 − 397,800円 −
現金で前納 98,430円    810円 194,960円 3,520円 383,210円 14,590円

口座振替で前納 98,110円 1,130円 194,320円 4,160円 381,960円 15,840円

国民健康保険の加入や脱退の届出は１４日以内に行いましょう！！
健康福祉課  保険年金係　☎52－7413

　国民健康保険に加入するときや脱退するときは、世帯主または加入者自らが届出をしなければなりませ
ん。異動があった日から１４日以内に健康福祉課保険年金係へ届出をしてください。
　詳しくは健康福祉課保険年金係までお問い合わせください。

【国保に加入するとき】 【国保を脱退するとき】

○�他の市町村から転入してきたとき
　（社会保険等に加入していない場合）
○職場の健康保険等をやめたとき
○国保加入者の方の子どもが生まれたとき
○生活保護を受けなくなったとき

○他の市町村へ転出したとき
○職場の健康保険に加入したとき
○社会保険等の扶養に入ったとき
○国保加入者の方が死亡したとき
○生活保護を受け始めたとき

　

年
金
の
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求
・
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談
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、
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前
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す
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、
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ち
時
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す
の
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、
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約
受
付
専
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電
話
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－

６
３
６
０

　
《
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日
予
約
可
能
》

　
「
ね
ん
き
ん
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ル
」
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０
５
７
０

－
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－
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８
９
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９
時
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日
）

年金相談の予約について
健康福祉課  保険年金係　☎52－7413
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役場からのお知らせ

各種手当の金額が改定されます
　令和２年４月より、法律の規定により次のとおり改定となりますので、お知らせいたします。

【児童扶養手当】　問住民課　子育て支援係　☎５２－７４１２

【特別児童扶養手当、特別障害者手当等】　問健康福祉課　福祉介護係　☎52−７４１３

現行（月額） 令和２年４月以降（月額）

区　分 手当の全額を
受給できる方

手当の一部を
受給できる方

➡

区　分 手当の全額を
受給できる方

手当の一部を
受給できる方

児童１人のとき 月額42,910円 月額10,120円～
42,900円 児童１人のとき 月額43,160円 月額10,180円～

43,150円

児童２人のとき 10,140円加算 月額5,070円～
10,130円加算 児童２人のとき 10,190円加算 月額5,100円～

10,180円加算

児童３人目以降 6,080円加算 月額3,040円～
6,070円加算 児童３人目以降 6,110円加算 月額3,060円～

6,100円加算

現行（月額）

➡

令和２年４月以降（月額）

特別児童扶養手当１級 52,200円 52,500円

特別児童扶養手当２級 34,770円 34,970円

障害児福祉手当 14,790円 14,880円

特別障害者手当 27,200円 27,350円

経過的福祉手当 14,790円 14,880円

７６歳の人を対象にした歯科健診「歯
し

あわせ健診」の実施
佐賀県後期高齢者医療広域連合　☎64－8476／健康福祉課  保険年金係　☎52－7413

１ 対象者
　昭和１９年４月１日から昭和２０年３月３１日までに生まれた人（４月に受診券を送付します）
２ 健診内容
　歯・粘膜・顎関節の状況、かみ合わせや義歯の状態確認、飲み込みテスト、頬のふくらまし検査など
３ 実施期間
　令和２年４月１日（水）～令和３年３月３１日（水）
４ 費用
　無料（健診受診後に治療を行った場合は有料です）
５ 実施場所
　佐賀県内の歯科医院（�一部受診できない機関があります）
６ 受診方法
　事前に歯科医院に電話予約が必要です
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役場からのお知らせ
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野間口
集会所前
13時18分

屋形原

10時01分

塚　原

10時16分

鳥越
公民館前
10時05分

船石
公民館前
10時22分

グリーンレイク
タウン

10時13分

すぱーく
上峰

10時31分

北
回
り
①

北
回
り
②

南
回
り

宝くじ まちの音楽会 南こうせつwithウー・ファン
〜心のうたコンサート〜　中止のお知らせ

「鎮西山ふれあいの森
フェスタ」の中止について

　

令
和
２
年
３
月
１４
日
（
土
）
に

予
定
し
て
い
ま
し
た
「
宝
く
じ

ま
ち
の
音
楽
会　

南
こ
う
せ
つ

w
ith

ウ
ー
・
フ
ァ
ン  

〜
心
の
う

た
コ
ン
サ
ー
ト
〜
」
の
公
演
は
、

ご
来
場
い
た
だ
く
皆
様
方
の
ご
健

康
・
ご
安
全
の
確
保
と
、
今
後
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
や
む
を
え

ず
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
中
止
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
公
演
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

だ
い
た
皆
様
に
は
、
大
変
残
念
な

ご
報
告
と
な
り
、
誠
に
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
本
公
演
に
つ
い
て
、
延

期
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

上
峰
町
公
民
館

　

☎
５２

－

３
８
３
３

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、
４
月
５
日
（
日
）
に

予
定
し
て
い
ま
し
た
「
鎮
西
山
ふ

れ
あ
い
の
森
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催

を
中
止
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

な
お
、
上
峰
町
つ
ば
き
の
森
ト

レ
イ
ル
及
び
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部

（
旧

：
歩
こ
う
大
会
）
の
両
方
と

も
中
止
と
な
り
ま
す
。

　

楽
し
み
に
参
加
を
ご
予
定
し
て

い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
大
変
残

念
な
ご
報
告
と
な
り
、
誠
に
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
何
卒
、
ご
理

解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

上
峰
町
つ
ば
き
の
森
ト
レ
イ
ル

　

一
般
社
団
法
人　

起
立
工
商
協
会

　

☎
５５

－

８
７
７
７

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部

　

上
峰
町
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

☎
５２

－

３
８
３
３

おためし　のらんかいバス（通学バス）無料試乗会について
健康福祉課  福祉介護係　☎５２－７４１３

～新1年生向け
～
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役場からのお知らせ
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税込 20,000 円

有
料
広
告

令和２年（２月支払分）
区　分 件　数 支出額（円）
祝　儀 0 0
会費等 0 0

賛助・協賛等 1 10,000
賞品・記念品等 0 0

慶　弔 1 16,500
合　計 2 26,500

町長交際費の公表

犬の登録と狂犬病予防集合注射のご案内
問住民課  環境係　☎52－7412

登録について
　生後91日以上の犬は生涯に１度、自治体への登録が義務づけられています。新しく犬を購入された方や、
飼い犬に子どもが生まれた方は、役場住民課環境係へ申請してください。
狂犬病予防集合注射について
　犬を飼っている人は、飼い犬に毎年１回の狂犬病予防注射を受けさせることが
義務づけられています。後述の集合注射や動物病院などで注射を受けることがで
きます。注射済みの犬に交付される注射済票は、首輪等につけてください。
※�登録されている犬については、３月中旬に「狂犬病予防注射申込書」を送付し
ますので、注射当日に持参してください。

※犬の体調が悪い場合は、注射をお断りする場合もあります。
※今回の集合注射に都合が合わない場合は、直接担当獣医師にご相談ください。

○場所・日時　上峰町役場庁舎　・・４月12日（日）10時30分～11時３０分まで
　　　　　　　　　　　　　　　・・４月17日（金）15時～15時30分まで
　　　　　　　鳥栖市役所　　　・・４月26日（日）９時～１０時まで
○対象　上峰町内で飼育されているすべての犬
○料金　登録済の犬　　3,250円�（注射料金2,700円、注射済証交付手数料550円）
　　　　新規登録の犬　6,250円�（上記金額に、プラス登録料3,000円）

飼い主の方へ

狂犬病予防注射料金が狂犬病予防注射料金が

令和令和２２年年４４月月１１日日からから
１頭あたり１頭あたり2,7002,700円円

になります。になります。

生ごみ処理機器購入費用
の一部を補助します

　

上
峰
町
で
は
ご
み
減
量
へ
の

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
生
ご

み
処
理
機
器
購
入
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
も
補
助
を
継

続
い
た
し
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
を
使
用
す
る

と
生
ご
み
の
量
を
減
ら
せ
る
だ

け
で
な
く
、
た
い
肥
と
し
て
利

用
で
き
た
り
、
台
所
が
衛
生
的

に
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
の
額

①�

生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器

　

購
入
金
額
の
１
／
２

　

上
限　

２
、０
０
０
円

②�

電
動
生
ご
み
処
理
機　
　
　

購
入
金
額
の
１
／
２

　

上
限　

２
０
、０
０
０
円

申
請
時
に
必
要
な
も
の

・・��

上
峰
町
生
ご
み
処
理
機
器
購

入
費
補
助
金
交
付
申
請
書

・・��

上
峰
町
生
ご
み
処
理
機
器
販

売
証
明
書

・・
領
収
書　

・・
印
鑑

住民課  環境係　☎52－7412
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役場からのお知らせ

燃やせるごみ・燃やせないごみの出し方
問住民課  環境係　☎52－7412

　家庭ごみの分け方・出し方は、町からの「ごみ分別便利帳」を参照の上、ご確認ください。
　また、町のホームページからもダウンロードできます。（くらしの情報 → 環境・ごみ → ゴミとリサイクル）

毎週火・金曜日

毎週月・木曜日
大字堤・大字坊所内の
( 井手口・下津毛 )

大字坊所内の
（上坊所・下坊所・郡境・
  三上）
大字前牟田・大字江迎

午前８時までに、
決められたごみステーションに出してください。

燃やせるごみ
【 指定袋 】

燃やせるごみ

透明袋

台所ごみ

紙　　類

その他
プラスチック製品、木くず、革製品、
ゴム製品、ビニール、タバコの吸殻
など

生ごみ、アルミホイル、わりばしなど
※生ごみはできるだけ水切りをお願い
　します。

ちり紙・紙おむつなど
※新聞・雑誌・段ボール・牛乳パック
　類は、資源物として出してください。

・資源になるもの（ペットボトル、容器包装プラスチック、
新聞、雑誌、段ボール、牛乳パック、食品トレーなど）
は資源ごみとしての回収にご協力ください。

・前述の資源ごみであっても、汚れの取れないものは燃や
せるごみとして出してください。

お住まいの
地区の資源
収集場所、
時間の確認を
お願いします。

※燃やせるごみのステーションには出さないで
　ください。

燃やせないごみ
【 指定袋 】

燃やせないごみ

黄色

金 属 類

ガラス類

小型家電製品

はさみ、おもちゃ、カメラ、鍋、フライパン、
やかん、包丁、一斗缶、など

板ガラス、コップ、カガミなど

ラジオ、ドライヤー、トースターなど
( パソコンは出せません )

陶磁器類
茶碗、皿、花びん、灰皿など

・危険物（包丁、割れたガラス、カミソリの刃など）は、
購入時の容器か、紙に包んで出してください。

・資源になるもの（アルミ缶、スチール缶、スプレー缶、
ビン類など）は資源ごみとしての回収にご協力ください。

家庭ごみの分別の種類
燃やせるごみ 生ごみ・紙・プラスチック類等

燃やせないごみ 金属類、ガラス類・陶磁器類

粗大ごみ 指定ごみ袋に入らない大きさのもの

資源ごみ

カン類 スチール缶、アルミ缶、スプレー缶

ビン類 無色透明のビン、茶色のビン、その他の色のビン

その他の資源ごみ ペットボトル、白色トレイ、食用廃油、容器包装プラスチック、
発泡スチロール

紙・布類 新聞・チラシ、雑誌類、段ボール、紙パック、布・古着

有害ごみ 電球・蛍光灯、乾電池・水銀体温計、使い捨てライター
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役場からのお知らせ

　

住
民
の
皆
様
が
利
用
さ
れ
て
い

る
下
水
道
は
、
そ
の
使
用
料
等
で

維
持
管
理
な
ど
に
要
す
る
費
用
を

ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　

使
用
料
の
算
定
は
１
か
月
に
つ

き
、
１
世
帯
当
り
２
、０
０
０
円

と
世
帯
員
１
人
当
り
５
０
０
円
を

加
え
た
額
に
消
費
税
が
加
算
さ
れ

た
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
実
際
に
は
一
定
期
間

居
住
実
態
が
な
く
、
算
定
さ
れ
た

使
用
料
と
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か

な
場
合
は
、
申
請
に
よ
っ
て
客
観

的
に
使
用
実
人
数
が
判
断
で
き
る

も
の
を
添
付
（
証
明
）
し
、
減
額

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

が
使
用
料
の
免
除
制
度
で
す
。

申
請
の
方
法

　

免
除
申
請
書
は
建
設
課
に
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

必
要
な
書
類
、
証
明
等

　
〔
就
学
・
就
業
〕

　

�

学
生
証
、
在
学
証
明
書
、
就
業

証
明
書
、住
居
の
賃
貸
契
約
書
、

光
熱
水
費
の
領
収
書
等

　
〔
入
院
・
入
所
〕

　

�
入
院
、
入
所
施
設
の
証
明
（
証

明
に
費
用
が
必
要
な
場
合
は
民

生
委
員
の
証
明
で
可
）
、
入
院

費
や
入
所
費
用
の
領
収
書
の
写

し
（
継
続
申
請
の
場
合
）
、
入

院
や
入
所
に
関
す
る
契
約
書
な

ど

　
〔
そ
の
他
〕

　

�

実
際
の
居
住
人
員
が
わ
か
る
書

類
、
証
明
書
等

免
除
の
期
間

　

免
除
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、
申
請

が
あ
っ
た
日
の
翌
月
か
ら
減
人
員

分
が
減
額
さ
れ
ま
す
が
、
期
間
は

年
度
単
位
で
、
最
長
で
も
年
度
末

（
３
月
分
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

中
途
で
再
度
同
居
さ
れ
る
場
合
は

必
ず
届
け
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
年
度
（
４
月
以
降
）

も
居
住
し
な
い
事
実
が
継
続
す
る

場
合
は
、
再
度
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

一般世帯の農業集落排水（下水道）使用料の免除
建設課  管理係　☎５２－７４１４⃝問

　

上
峰
町
で
は
地
球
温
暖
化
問
題

へ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
以

下｢

対
象
シ
ス
テ
ム｣

と
い
う
。）

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
０
年
度
も
補
助
を

継
続
い
た
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

　

以
下
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
方
が
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

１　

�

町
内
に
居
住
、
ま
た
は
居

住
予
定
の
方

　

２　

�

既
存
お
よ
び
新
築
住
宅

に
、
対
象
シ
ス
テ
ム
を
新

規
に
設
置
も
し
く
は
、
対

象
シ
ス
テ
ム
つ
き
建
売
住

宅
を
購
入
す
る
個
人
の
方

　

３　

�

町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

　

４　

�

申
請
年
度
内
に
設
置
が
完

了
し
、
実
績
報
告
書
の
提

出
が
で
き
る
方

　

※
注
意�　

�

補
助
金
交
付
決
定
前

に
対
象
シ
ス
テ
ム
の

設
置
工
事
に
着
手
し

て
い
る
場
合
、
又
は

対
象
シ
ス
テ
ム
つ
き

建
売
住
宅
の
引
渡
し

を
受
け
て
い
る
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
シ
ス
テ
ム

　

１　

�

低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
あ

り
で
連
係
で
き
る
も
の　

　

２　

�

電
力
会
社
と
電
力
受
給
契

約
を
締
結
で
き
る
も
の

　

３　

未
使
用
品
の
も
の

　

４　

�

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
が

１０
ｋ
Ｗ
未
満
で
あ
る
も
の

補
助
金
の
額

　

出
力
１
ｋ
Ｗ
当
た
り

　

２
０
、０
０
０
円
と
し
、

　

上
限
８
０
、０
０
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の

　

上
峰
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

・・
交
付
申
請
に
必
要
な
書
類

　

・・
実
績
報
告
に
必
要
な
書
類

　

・・��

補
助
金
の
支
払
い
に
必
要
な

書
類

　

・・��

住
民
票
（
住
民
記
録
係
に
て

発
行
。
発
行
手
数
料
３
０
０

円
が
か
か
り
ま
す
。）

　

・・��

町
税
滞
納
の
な
い
証
明
書

　
　

�（
税
務
課
に
て
発
行
。
発
行

手
数
料
３
０
０
円
が
か
か
り

ま
す
。）

　

・・
印
鑑

住宅用太陽光発電システム設置費用の一部を補助します
住民課  環境係　☎52－7412
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役場からのお知らせ

  友遊スポーツかみみね  は  いつでん、だれでん、いつまってん  をテーマに
多世代交流、心と体の健康、みんなの生きがい、青少年の健全育成を目指します。

友遊サークル事業 フィットネス事業
ミニテニス

活動日時 毎週火曜日　10：00～12：00
活動場所 上峰町体育センター

ソフトバレー
活動日時 毎週水曜日　20：00～22：00
活動場所 上峰町体育センター

スポーツ吹矢
活動日時 毎週金曜日　10：00～12：00
活動場所 上峰町民センター

ラージ卓球
活動日時 毎週土曜日　13：00～15：00
活動場所 上峰町体育センター

ストレッチ
活動日時 毎週土曜日　20：00～21：00
活動場所 上峰町体育センター（2F）

スポーツ屋台村（ミニテニス、ソフトバレー、バドミントン他）
活動日時 毎週土曜日　20：00～22：00
活動場所 上峰町体育センター

一緒にやってみませんか？

クラブは10年目を迎えました。体験教室、ウォーキング交流会、スポーツフェスタなど
生涯スポーツの楽しさと、健康づくりを皆様にお届けします！

クラブは10年目を迎えました。体験教室、ウォーキング交流会、スポーツフェスタなど
生涯スポーツの楽しさと、健康づくりを皆様にお届けします！

ポイントカード（50ポイント商品券）、事業ご
と、また全てのプログラムに参加ができます

上峰町民センター内生涯学習課上峰町民センター内生涯学習課

クラブマネージャー

090-9599-8007

☎0952-52-3833

お問合せお問合せ

年 会 費

大人（高校生以上） 2,000円

シニア（65歳以上） 1,500円

ジュニア（中学生以下） 1,000円

会員参加費（いずれかになります）

1期（4～7月）／2期（８～11月）／3期（12月～3月）
大人／シニア 3,000円
ジュニア 2,000円
ファミリー 6,000円

大人／シニア 5,000円
ジュニア 3,000円

ジュニア 2,000円会員
特典

サークル事業

フィットネス事業
（サークル事業込）

ジュニア育成事業
（サークル事業込）

総合型地域
スポーツクラブ

友遊自適フィットネス
活動日時 毎週火曜日　13：00～14：00
活動場所 上峰町民センター

スローエアロビック
活動日時 2週１回  土曜日　13：00～14：00
活動場所 上峰町民センター

TUKIICHI体験教室
活動日時 月1回  土曜日　19：00～20：00
活動場所 上峰町体育センター

あさヨガ教室
活動日時 毎週土曜日　10：00～11：30
活動場所 上峰町民センター

美ダンス～ZUMBA®～
活動日時 毎週木曜日　19：30～21：00
活動場所 上峰町民センター

ヨガ教室
活動日時 毎週火曜日　19：30～21：00
活動場所 上峰町民センター

ゆう ゆう

友遊ス ーツかみみね

ジュニア育成事業
ジュニアスポーツ教室

活動日時 毎週水曜日　17：00～18：00
活動場所 上峰小学校体育館

幼児～
小学4年生

一般開放
無料教室

親子体験教室
活動日時 月１回  土曜日　19：00～20：00
活動場所 上峰町体育センター

一般開放無料教室、
親子でも！ 3世代でも‼

子どもだけでも

幼児～
中学生KODOMOダンス教室

活動日時 毎週水曜日　18：00～19：00
活動場所 上峰小学校体育館

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW
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役場からのお知らせ

食改の おすすめレシピおすすめレシピ

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
聖
火

ラ
ン
ナ
ー
が
上
峰
町
内
を
走
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
上
峰
町
で
は
聖
火

リ
レ
ー
通
過
日
で
あ
る
、
５
月
１１

日
（
月
）
に
警
備
を
行
っ
て
い
た

だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

通
過
日

　

５
月
１１
日
（
月
）

警
備
場
所

　

三
根
庁
舎
南
交
差
点
か
ら
下
津

毛
交
差
点
ま
で
の
間
を
通
る
県
道

１
３
３
号
線
周
辺

応
募
条
件　

１
．上
峰
町
在
住
の
方
。

２
．�令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
で

満
１８
歳
以
上
の
方
。

応
募
締
切　

　

４
月
１７
日
（
金
）

※�

折
り
込
み
チ
ラ
シ
「
聖
火
リ

レ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

応
募
用
紙
」
に
ご
記
入
の
上
、

上
峰
町
教
育
委
員
会
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
係
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

備　

考　

１
．�ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
務
め
て
い

た
だ
く
方
に
は
、聖
火
リ
レ
ー

オ
リ
ジ
ナ
ル
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

２
．�ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
務
め
て
い

た
だ
く
方
に
対
し
、
次
の
と

お
り
に
説
明
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

日　

時　

　

４
月
２４
日
（
金
）

　

２０
時
か
ら

場　

所　

　

上
峰
町
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

　

警
備
場
所
、警
備
内
容
な
ど

　

ま
た
聖
火
リ
レ
ー
通
過
日
は
大

き
な
音
が
な
っ
て
騒
が
し
か
っ
た

り
、
車
両
や
人
が
通
行
で
き
な
い

箇
所
が
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ご
了
承
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
聖
火
リ
レ
ー
を
盛
り

上
げ
ま
し
ょ
う
！
皆
様
の
ご
応

募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

聖火リレーに関するお知らせ
上峰町教育委員会  生涯スポーツ係　☎５２－３８３３

中学校の行事
６日（月）	 始業式、赴任式（給食なし）
７日（火）～８日（水）　�標準学力検査（２、３年生）、
　　　　　　　　　　　　入学式準備
９日（木）	 令和２年度入学式
１３日（月）	 標準学力検査（１年生）、
	 夏服採寸（１年生）、総務認証式、
	 部活動紹介
１３日（月）～１６日（木）　部活動見学（１年生）
１７日（金）	 部活動正式入部（１年生）
１９日（日）	 授業参観、PTA総会、部活動保護者会

４月の
小・中学校行事

小学校の行事
６日（月）	 始業式、赴任式（給食なし）
９日（木）	 令和２年度入学式
	 （２年生以上給食あり）
１８日（土）	 授業参観、学級懇談会、PTA総会

材料（４人分） 
卵 ………………… ４個
アスパラガス …… ４本
トマト …………… 小１玉
塩こしょう ……… 少々
油 ………………… 小さじ１
〈あんかけ〉
　だし汁 ………… 大さじ３
　酢 ……………… 小さじ１
　薄口しょうゆ … 小さじ１
　さとう ………… 小さじ１

アスパラとトマトのオムレツあんかけ
１人分：エネルギー 104kcal　食塩相当量 0.6ｇ

作り方 
❶�アスパラガスは斜め切り、トマトは皮をむいて角
切りにする。

❷�フライパンに油を入れ、アスパラ・トマトの順に
炒め塩こしょうを振る。

❸�溶いた卵を流し入れ、混ぜてからふたをし弱火で
両面を焼く。

❹�なべに〈あんかけ〉の材料をすべて入れ水溶きか
たくり粉でとろみをつけ、❸�にかける。

アスパラガスには、新陳代
謝を促し体力回復効果が
あると言われています！！

　片栗粉 … 小さじ１/2
　水 ……… 小さじ１

上峰町食生活改善推進協議会
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公民館からのお知らせまちの話題

問上峰町公民館　☎５２－３８３３

ふれ愛・粋いきセミナーを実施しました！
　２月２０日（木）町民センターホールにて
佐賀県立男女共同参画センター事業部長�
西田裕一郎様による「みんなでつくる男女
共同参画社会・わたしたち一人ひとりが、
家庭や地域で、できること」を実施しました。
　今、「男女共同参画社会」を進めていか
ないと…日本は、危ない！少子高齢化の進
展・労働人口の減少・晩婚化・出生率の低下・
非正規雇用などいろいろな課題がある。

　これからは、男性も女性も、老いも若きも、
誰もがさまざまな分野で、自由に活躍する
ことができなければ、日本の発展は望めな
いので「お互いが尊敬しあって、助け合わ
んといかんよ！」というお話をしていただ
きました。

女性セミナーを実施しました！
　２月２７日（木）町民センター
調理実習室にて女性セミナーを
実施しました。
　健康福祉課の島氏による「元
気な体作りの料理」をというこ
とで、皆で料理を作りました。
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まち の話題

大会名　�令和２年１月�
町月例グラウンド・ゴルフ�
大会

主　管　�上峰町グラウンド・ゴルフ�
協会

期　日　令和２年１月２４日（金）
場　所　上峰町中央公園
ゲーム　２４ホール
成　績　個人

順　位 氏　名 打数
（ホールインワン数）

優　勝 北島　一麻 ４１打（３）

準優勝 坂本美智子 ４６打（４）

３　位 碇　　勝征 ５１打（２）

４　位 佐藤　昭和 ５１打（１）

５　位 髙柳　義昭 ５３打（２）

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

　

上
峰
町
商
工
会
女
性
部
で
は
椿
オ
イ
ル

商
品
の
収
益
金
よ
り
、
毎
年
町
内
の
保
育

園
や
子
ど
も
園
、
学
校
等
に
寄
贈
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
か
み
み
ね
幼
稚
園
に

絵
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
見
た
り
、
読
み

聞
か
せ
に
是
非
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

椿
オ
イ
ル
の
収
益
金
よ
り
絵
本
を
寄
贈

　
（
株
）ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
様
は
、
地
域
貢
献
活
動
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
サ
ガ
ン
鳥

栖
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
毎
年
近
隣
小
学
校
に

て
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
２
月
２７
日
（
木
）
、
上
峰
小
学
校
体
育

館
に
お
い
て
、
小
学
６
年
生
を
対
象
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。サ
ガ
ン
鳥
栖
の
コ
ー
チ
４
名
よ
り
、サ
ッ

カ
ー
を
通
じ
て
、
み
ん
な
と
協
力
す
る
こ
と
や
相

手
を
思
い
や
る
こ
と
な
ど
を
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。

 

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
で
考
え
て
行
動
す

る
こ
と
の
大
切
さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
ッ
カ
ー
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

２
月
２３
日
（
日
）
に
み
や
き
町
内
体
育

施
設
に
て
、
第
２０
回
三
養
基
郡
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
は
合
計
１３
チ
ー
ム
１
０
２
名
に
も
お

よ
び
、
大
会
結
果
も
以
下
の
と
お
り
好
成

績
と
な
り
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
町
民
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 第

２０
回
三
養
基
郡
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭
の
結
果
に
つ
い
て

グラウンドゴルフ
ホールインワン賞 森園　海征

表彰
準優勝 高栁　義昭

（打数：29）

３位 本告　立身
（打数：30）

ソフトバレー

Aパート １位 上峰インディ

Bパート ２位 上峰ファイターズ
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まちの話題図書館だより

CA L ENDAR

　

２
月
１４
日（
金
）に
上
峰
小
学
校
の
４
年
生
を
対
象
に
、認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
認
知
症
と
物
忘
れ
の
違
い
、
認
知
症
の
方
へ

の
声
の
か
け
方
な
ど
、
ク
イ
ズ
形
式
で
考
え
な
が
ら
学
習
し
、
最
後
に
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印
）
を
配
布
し
ま
し
た
。

認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
！！

　

我
が
国
を
取
り
巻
く
国
外
情
勢
は
、
我
が
国
の
排
他

的
経
済
水
域
内
へ
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
や
急
増
す
る

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
発
進
を
例
に
と
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内

に
目
を
向
け
る
と
、
昨
年
８
月
の
佐
賀
豪
雨
災
害
を
は

じ
め
、
近
年
は
、
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
も
多
発
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
を

守
り
、国
の
安
全
を
保
ち
、国
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、

自
衛
隊
は
日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

佐
賀
豪
雨
災
害
で
は
、
佐
賀
県
知
事
の
災
害
派
遣
要

請
に
基
づ
き
、
人
命
救
助
を
は
じ
め
、
油
流
出
の
除
去

作
業
、
大
型
車
両
を
使
っ
た
災
害
ゴ
ミ
収
集
、
道
路
の

消
毒
や
入
浴
支
援
等
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
・
支
援
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、各
種
自
衛
隊
採
用
試
験
を
見
事
突
破
さ
れ
、

上
峰
町
か
ら
６
名
が
新
た
に
入
隊
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

入
隊
者
内
訳

　

陸
上
自
衛
隊 

… 

４
名

　

海
上
自
衛
隊 

… 

１
名

　

航
空
自
衛
隊 

… 

１
名

祝
　
自
衛
隊
入
隊
！
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図書館だより

上峰町図書館の新刊情報・蔵書検索・本の予約などは
図書館ホームページをご覧ください。

（本のWEB予約には図書館利用カード登録が必要です）
【ホームページアドレス】  https://kamimine.milib.jp/
　または

←スマートフォンからは
　こちら

上峰町ふるさと学館 検 索
問�上峰町ふるさと学館
（上峰町図書館）
　☎５２－４９３４

休館日：�毎週月曜日、
祝日

※�■の日はお休みです。
※��毎月第１火曜日は
館内整理日です。

※�開館時間
　１０時〜１８時

４月　休館日カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 ２９ ３０

CA L ENDAR

　４月２３日は「子ども読書の日」４月２３
日～５月１２日はこどもの読書週間です。
　小さいときから本を読む楽しさを知っ
ていることは、子どもが大きくなるため
にとても大切なことです。「こどもの読
書週間」は、大人が本を子どもに手わた
す週間でもあります。ご家族みなさんで
図書館へおいでください。

　当館でも、この期間にあわせて下記のイベントを行います。たくさんの子どもたちの参加をお待ちしています。

みんな、あつまれ 
おたのしみおはなし会

　絵本読み聞かせ・パネルシアターのあとは、みん
な大好き工作タイム！何を作るかはお楽しみです。
事前の申し込みは必要ありません。どなたでも参加
できます。
❖日　時　４月２６日（日）
　　　　　１０時～１１時
❖場　所　上峰町図書館　視聴覚室
※参加は無料です。

子ども図書館員体験　参加者募集
　図書館の仕事を体験してみよう！貸出・返却の
バーコードを「ピッ」としたり、本の修理をしたり、
普段は見れない書庫探検したりできますよ。事前の
申込みが必要です。
　図書館へ直接申込をしてください。
❖日　時　５月１０日（日）　９時集合
❖場　所　上峰町図書館
❖対　象　小学生
❖定　員　1０人

上記の図書館イベントについては、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、中止になる場合があります。
中止の場合は図書館ホームページ等でお知らせします。

おはなしのじかん　～ 毎週土ようび　１５時から ～４月

　絵本の読み聞かせや、簡単な工作で楽しい時間を
すごそう！
❖日　時　４日（土）・１１日（土）・１８日（土）・
　　　　　２５日（土）

❖対　象　幼児～小学校低学年向け
❖場　所　�上峰町図書館　視聴覚室
※�参加は無料で、申込みはいりません。
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	  幼保連携型認定こども園 
	  ひかりこども園こども園

園庭開放
★�毎月お天気のよい金曜日の１０時から１１時に園庭開放
をしています。

※�予約不要です。育児で不安や困ったことなど、お気軽
にご相談ください。

※今月の園庭開放及び hikari terraceはお休みです。

ひかりこども園　かみみね子育て支援センター
☎５２－９９００　☎５２－０４０６　担当：天野・牛島

４月　生き生き子育て応援
　はじめまして、こんにちは！子育て真っ最中のお父さ
んやお母さん、そしてもうすぐママになるマタニティマ
マさん。こども園ってどんなところかな？子どもってど
んな風に成長していくのかな？ひかりこども園のおでか
け広場へぜひお越しください！明るい日差しの下、心も
体もきっとリフレッシュできると思いますよ。

ひよ子ルーム
　４月のひよ子ルームは、お休みです。
　５月から計画しています。詳しくは、広報紙
５月号でご確認ください。
　お電話での事前申し込みが必要です。
問ひよ子こども園かみみね　
　☎５２－２１８６　担当：小林

　天気の良い日は園庭遊びをしたいと思いま
す。お友だちとお誘い合わせの上、お気軽にご
参加ください。
＊�動きやすい服装でお越しください。帽子・水
筒をご持参ください。

こども園

認定こども園 
かみみね幼稚園こども園

～園庭開放～
【日　時】　５月１４日（木）　９時～１２時
【対象児】　０歳児～４歳児
【場　所】　認定こども園かみみね幼稚園　園庭
◎�屋内にもあそびスペースがございます。ご利用ください。
◎�事前のお申込みは必要ありません。
◎�お友だちやご近所の方をお誘い合わせの上、お気軽にご
参加ください♪♪

★�子育てに関するご相談や就園に関するご相談もお受け致
しますので、気軽にご活用ください。

～わくわくひろば～（未就園児教室）
◆音楽あそび
　親子で触れ合う歌、リズム
あそびです。
【日　時】　５月20日（水）
　　　　　　１０時～１１時
【受付開始日】　５月１3日（水）
【対象児】　１歳児～４歳児
【場　所】　認定こども園かみみね幼稚園
　　　　　　ぷれいるーむ
☆�ご参加いただくには、お電話での事前申し込
みが必要です。

☆�着替えや飲み物等は、各自でご準備ください。

４月は、“わくわくひろば”（未就園児教室）と園庭開放
はお休みです。
ホームページに年間スケジュールを掲載しておりますの
でご活用ください。

認定こども園　かみみね幼稚園
☎５２－５０７３　担当：古賀
【かみみね幼稚園ホームページ】 
http://www.midorigakuen.net

 お知らせ 
当園では病後児保育、一時預かり保育を行っております。当園の在
園児以外のお子様もご利用できます。詳細はお問い合わせください。
どちらも予約が必要です。お電話もしくはご来園し申込んでください。
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４月　エコライフ講座
【内　　容】　着物の端切れでポーチ作り
【場　　所】　鳥栖・三養基西部リサイクルプラザ
　　　　　　　エコライブラリー
【日　　時】　４月１９日（日）　１０時～１２時
【材 料 費】　３００円
【持ってくる物】　�裁縫道具
【募集人員】　１０人
＊事前に申込みをしてください。
＊�応募者多数の場合は
　抽選となります。
【申込締切日】
　４月１０日（金）

　鳥栖・三養基西部リサイクルプラザ
　月曜日～金曜日　８時３０分～１７時
　☎０９４２－９４－９３１３

講座・イベント

エコ・マーケット、もったいなか市
同時開催！

※エコ・マーケットの時間が４月より９時から１２時
までに変更になります。

救命講習のご案内
　消防署では、住民の方に対し普通救命講習の定期
開催を行い、救命率の向上を目指しています。
【開 催 日】　《鳥栖消防署》
　　　　　　　　偶数月の第３土曜日
　　　　　　　　奇数月の第３金曜日
　　　　　　　　（９月を除く）
　　　　　　　《西消防署》
　　　　　　　　偶数月の第２金曜日
　　　　　　　　奇数月の第２土曜日
　　　　　　　　（９月を除く）
【開催時間】　９時～１２時
【受 講 料】　無料
　　　　　　　（�受講者には普通救命講習Ⅰ修了証

を交付します。）
　鳥栖消防署　救急係
　（☎０９４２−８３−７９９７）
　西消防署　救急係
　（☎０９４２−８９−３０５０）

※�詳しくは、鳥栖・三養基地区消防事務組合のホー
ムページや鳥栖消防署、西消防署にお問い合わせ
ください。

講座・イベント

スチームクリーナーでやけど  取り扱いに気をつけましょう
おしらせ

【事例】�　スチームクリーナーを使った後、収納する
際に本体とホースの間から出た蒸気がかかっ
て手首をやけどした。冷やしたが痛みが引か
ないので病院に行った。� （60歳代　女性）

 ひとこと助言 
☆�スチームクリーナーによるやけど等の事故が報告さ
れています。スチームクリーナーは、高温の蒸気を
発生する製品のため、製品自体にも熱くなる部分が
あるので、取扱いには注意が必要です。

☆�運転停止後もしばらくは製品が高温になるほか、内
部に高温・高圧の蒸気が残っている場合もあります。
給水や収納は製品が冷えてから慎重に行いましょう。

☆�装着部からスチームが噴き出すなどして、事故につ
ながる恐れがあります。取扱説明書をよく読み、部
品を正しく装着し、ゴム手袋等の保護具を着用して
使用しましょう。

☆�購入する際は、安全機能が付いた製品やSマーク（電
気製品認証協議会が推奨する電気製品に関する安全
基準に適合していることを示すマーク）付き製品等
も参考に選ぶのもよいでしょう。

見守り新鮮情報　第358号（2020年2月12日）
発行： 独立行政法人国民生活センター
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危険物取り扱い者試験について
試験・資格

○「危険物取扱者試験の実施に関する案内」
　【試験日】　５月２４日（日）
　　　　　　　※時間は試験種類によって異なります
　【場　所】　佐賀大学　本庄キャンパス
　　　　　　　（佐賀市本庄町１番地）
　【受付期間】
　　（書面申請）３月３０日（月）～４月１０日（金）
　　（電子申請）３月２７日（金）～４月７日（火）
　【受験願書】
　　鳥栖・三養基地区消防事務組合に用意しています
　　　消防本部　予防課危険物係　☎０９４２－８３－７９９６
　　　西消防署　予防係　　　　　☎０９４２－８９－３０５０
　　　基山分署　予防係　　　　　☎０９４２－９２－７９１１
　【提出先】　一般財団法人　消防試験研究センター
　　　　　　　佐賀県支部　☎２２－５６０２
　　　　　　　〒８４０－０８２６
　　　　　　　佐賀市白山二丁目１番１２号
　　　　　　　佐賀商工ビル４階

○「危険物取扱者試験準備講習会開催のお知らせ」
　【日　時】　５月１５日（金）・１６日（土）
　　　　　　　９時～１６時
　　　　　　　※２日間とも
　【場　所】　鳥栖・三養基地区消防本部３階　
　　　　　　　☎０９４２－８３－７９９６
　　　　　　　（鳥栖市本町三丁目１４８８番地１）
　【種　類】　乙種第４類
　【受講料】　５,０００円（２日間分）
　　　　　　　※テキストも販売しております
　【受付期間】
　　４月３日（金）～５月１４日（木）

　鳥栖・三養基地区危険物安全協会
　（消防本部２階予防課内）
　☎０９４２－８３－３１８１

陸海空自衛官募集案内

資料のご請求及びお問い合わせにつきましては、鳥栖地域事務所までご連絡ください。
自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎０９４２－８３－４０７７

試験・資格

募集種目 受験資格 受付期間 試験日 試験会場

幹部候補生
（一般）

２２歳以上２６歳未満の者
（大卒（見込含む）、
修士課程修了者）

３月１日

～

５月１日

１次：５月９日、１０日
２次：６月９日〜１２日

（いずれか１日を指定されます）

受付時に
お知らせします

一般曹候補生
１８歳以上３３歳未満の男女

※令和３年３月高校卒業予定者は、
令和２年９月以降に行います。

３月１日

～

５月１５日

１次：５月２３日
２次：６月24日〜29日

（いずれか１日を指定されます）

受付時に
お知らせします

予備自衛官補
（一般）

１８歳以上３４歳未満の者

１月６日

～

４月１０日

４月１８日〜２２日
（いずれか１日を指定されます）

目達原駐屯地

予備自衛官補
（技能）

１８歳以上で国家免許資格等を
有する者

（資格により５３歳未満〜
５５歳未満の者）

受付時に
お知らせします

自衛官候補生
（男子）

１８歳以上３３歳未満の男女
※令和３年３月高校卒業予定者は、
令和２年９月以降に行います。

随時受付中 年間を通じて行っています 目達原駐屯地
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小学生～高校生のための夏休み海外研修交流事業　参加者募集
おしらせ

　公益財団法人・国際青少年研修協会では、６コース
の参加者を募集しています。体験を通して、お互いの 
理解や交流を深め、国際性を養うことを目的に実施し
ます。おひとりでご参加になる方が７割以上、はじめ
て海外へ行かれる方が多く、全国から参加するお友達
との出会いも楽しみのひとつです。仲間づくりの指導
もございますので、安心してご参加いただけます。

【内　容】　ホームステイ・文化交流・学校体験・
　　　　　　英語研修・地域見学・野外活動など
【研修先】　イギリス・オーストラリア・
　　　　　　シンガポール・サイパン
【日　程】　７月２５日（土）～８月１５日（士）
　　　　　　９～１９日間
　　　　　　＊コースにより異なる
【対　象】　小３～高３の方まで
　　　　　　＊コースにより異なる
【説明会】　全国１１都市、５月
　　　　　　＊入場無料・予約不要
　　　　　　《福岡》
　　　　　　５月１７日（日）　１３時～１４時３０分
　　　　　　エイムアテイン博多駅前会議室

　　　　　　福岡市博多区博多駅前３−２５−２４
　　　　　　八百治ビル５階　会議室５Ｄ
　　　　　　☎０９２−４７７−８０５０
【参加費】　３７.８〜５９.８万円
【締　切】　５月２７日（水）および６月５日（金）
　　　　　　＊コースにより異なる
【問い合わせ・資料請求】
　公益財団法人　国際青少年研修協会
　住所　〒１４１－００３１
　東京都品川区西五反田７－１５－４
　☎０３−６４１７−９７２１　思０３−６４１７−９７２４
　死 info@kskk.or.jp
　URL  http://www.kskk.or.jp

SDGs推進イメージキャラクター 
募集

　公益社団法人日本青年会議所九州地区佐賀ブロッ
ク協議会では、日本の明るい未来を創造すべく、地
域社会に主体的、積極的に参画する県民の創出に取
り組んでおり、明るい豊かな社会の実現に向けて、
国連が掲げているSDGsの周知を図りたいと考えて
います。
　SDGsとは２０３０年までに持続可能でよりよい世
界を目指す国際目標です。
　SDGsの認知度を向上させるために推進イメージ
キャラクターを募集します。
【募集期間】　３月３日（火）～５月３１日（日）

公益社団法人 日本青年会議所
佐賀ブロック協議会
☎32−1565（担当：中村、川原）
平日 9時～16時

　※�募集方法など詳しくは
　　ホームページをご覧ください

おしらせ
サポカー補助金のご案内

【サポカー補助金とは】
　サポカー補助金とは、経済産業省による自家用自
動車を対象とした「安全運転サポート車普及促進事
業費補助金」及び国土交通省による事業用自動車を
対象とした「安全運転サポート車普及促進に係る自
動車事故対策費補助金」の総称です。
　具体的な補助金額につきましては、下記へお問い
合わせの上、ご確認ください。

一般社団法人　次世代自動車振興センター
サポカー普及促進部
☎０３－３５２７－９６１７／☎０３－３５２７－９６１８ 
思０３－３５２７－９６６９
電話受付時間：９時３０分～１２時
　　　　　　　１３時～１７時
　　　　　　　（土・日・祝祭日は休み)

おしらせ
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相続手続（家や田や畑が亡くなった方の名義になっている）
遺言書（死んだら、家や土地の名義はどうなるだろう）
　　　　その他　建設業許可・産業廃棄物・内容証明・車庫証明等

行政書士　杠　繁美
ゆずりは しげみ

日本行政書士会登録番号
05410974

〒842－0121　神埼市神埼町志波屋3627
　　　　　　　　TEL 0952－53－1747　携帯 090－8836－5630

行政書士には守秘義務があります、お気軽にご連絡ください。

ゆずりは　神埼ホームページ 検索

有
料
広
告

実際に自分の足で、町内を歩いて実際に自分の足で、町内を歩いて
目で確認しましょう。目で確認しましょう。
実際に自分の足で、町内を歩いて
目で確認しましょう。

女性のための総合相談
　配偶者等からの暴力でお悩みの方、ご相談
ください。ひとりで悩まず、どんな相談でも
私たちに声を聞かせてください。
　相談は、佐賀県ＤＶ総合対策センターの相
談員がお受けいたします。
【日　時】　４月２４日（金）　１０時～１６時
【場　所】　役場別館２階会議室

相　談

４月の無料法律相談
　金銭の貸借、離婚、相続などのトラブルでお
悩みの方は、佐賀県弁護士会所属の弁護士へ
お気軽にご相談ください。秘密は厳守します。
【日　時】　４月15日（水）
　　　　　　９時３０分～１６時３０分
【場　所】　おたっしゃ館　相談室
【受　付】　４月６日（月）～　先着９名様

　上峰町社会福祉協議会
　☎５２－４９３０（担当：吉富、伊丹）

相　談相　談

４月の人権・行政相談
【日　時】　４月１5日（水）　９時～１２時
【場　所】　役場別館２階会議室
【担　当】
　・人権擁護委員　久米　硺馬
　　　　　　　　　末次　憲昭
　　　　　　　　　碇　　敬子
　　　　　　　　　東内　孝一
　・行政相談委員　江頭　律子

相　談

４月の消費生活相談
【日　時】　４月１４日（火）、２８日（火）
　　　　　　９時～１２時／１３時～１５時
【場　所】　役場別館２階会議室

　総務課　総務係　☎５２－２１８１
【近隣市町】※時間は上記と同様。
　・みやき町【相談日】　毎週月・水曜日

　企画調整課　☎０９４２－８９－１６５５
　・吉野ヶ里町【相談日】　毎週木曜日

　産業振興課　☎０９５２－３７－０３５０
　・神埼市【相談日】　毎週火・金曜日

　商工観光課　☎０９５２－３７－０１０７
　近隣市町と消費生活相談窓口の広域連携を
していますので、上記の相談窓口へも相談が
可能です。

相　談

防災コラム
新年度にあたり、改めて
防災について考えよう！

最近の災害の特徴を知り、
あなたの住む地域の弱点を知ろう！

自分の町は
どんな町！

災害への
対応は！

地域の防災上の問題地域の防災上の問題・・課題は、課題は、
安全確保のためには！安全確保のためには！
地域の防災上の問題・課題は、
安全確保のためには！

上峰町防災士会　執筆　林　眞敏

気象台の電話窓口が変わります
　令和２年４月１日から佐賀地方気象台の「天気の問い合
わせ」の電話窓口が変わります。
　平日日中　　☎３２－７０２７　８時３０分～１７時１５分
　夜間・休日　☎３２－８０８０　�自動音声による気象情報�

終日利用可
　自動音声による気象情報では、警報・注意報の発表状況、
天気予報、観測結果をお聞きいただけます。音声案内に従っ
てご利用をお願いします。

佐賀地方気象台　☎３２－７０２６

おしらせ
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上峰インフォメーション

民間企業等の主な助成事業一覧
おしらせ

問い合わせは、各助成団体にお願いします。

助成団体名　第一生命保険株式会社
助成事業名　保健文化賞
対象事業　�保健衛生（健康増進、疾病予防などの保健医

療分野、高齢者・障がい者の保健福祉分野、
少子化対策等）活動への顕彰。

　　　　　〈対象〉
　　　　　１．�保健衛生（関連する福祉等を含む）を実

際に著しく向上させた団体あるいは個人
　　　　　２．�保健衛生（関連する福祉等を含む）の向

上に著しく寄与する研究又は発見をした
団体あるいは個人

　　　　　※�第一生命保険相互会社の定める団体の推薦
が必要。

　　　　　※�純学術的なものより、地域に密着した地道
で身近な活動や実際的な活動を対象とする。

分野/キーワード　保健/衛生/福祉
対 象 者　�（団体）活動10年以上
　　　　　（個人)  ・50歳以上　・活動10年以上
　　　　　　　　  ・公務員は対象外
助成金額　（団体）200万円　（個人）100万円
応募時期　2020.2.3～4.17
参照URL　�https://www.dai-ichi-life.co.jp/dsr/society/

challenges/hoken02.html

さがCSOポータルでも掲載されています。
【URL】　https://www.cso-portal.net/info_subsidy/

※問い合わせは、各助成団体にお願いします。

助成団体名　（公財）日本生命財団
助成事業名　高齢社会助成
対象事業　�(1)地域福祉チャレンジ活動助成
　　　　　�地域包括ケアシステムの展開、そして深化につ

ながる以下のテーマのいずれかに該当する活動
　　　　　①�福祉施設や福祉・介護・保健・リハビリ

テーション専門職と地域住民の協働による
インフォーマルなサービスづくりへ向けて
のチャレンジ活動

　　　　　②�認知症（若年性認知症を含む）の人、家族
と地域住民がともに行う安心、安全に暮ら
せる地域づくりへ向けてのチャレンジ活動

　　　　　③�人生の看取りまで含む生活支援（日常生活
支援、身元保証、死後対応等）につながる
実践へ向けてのチャレンジ活動

　　　　　④�高齢単身者、家族介護者を含めた複合的な
生活課題に対する（家族への）支援につな
がる実勢へ向けてのチャレンジ活動

　　　　　⑤�高齢者、障がい者、子ども等全世代交流型
の活動・就労の機会提供、社会参加づくり
へ向けてのチャレンジ活動

　　　　　(2)�実践的研究助成（実践的課題研究・若手
実践的課題研究）

　　　　　�「実践的研究助成対象分野・テーマ」に対す
る課題を明確にした実践的研究

　　　　　①�「いつまでも地域で高齢者が安心した生活
が送れるまちづくり（地域包括ケアシステ
ムの推進）」

　　　　　②�人生100年時代の「高齢者の生きがい・自
己実現・就業支援」

　　　　　③�「認知症の人が地域で安心した生活ができ
るまちづくり」

分野/キーワード　福祉/地域/研究
対 象 者　�(1)地域福祉チャレンジ活動助成：助成テー

マにチャレンジする意欲がある団体、他の団
体・機関、住民組織等と協働で活動する団体

　　　　　�(2)実践的研究助成：代表研究者が研究者又
は実践家

助成金額　(1)地域福祉チャレンジ活動助成
　　　　　2年間最大400万円（1年最大200万円）／4団体程度
　　　　　(2)実践的課題研究
　　　　　・�実践的課題研究：最大400万（1年最大200万）
　　　　　　／2件程度
　　　　　・�若手実践的課題研究：総額約700万（1件�

最大100万）／7件程度 
応募時期　(1)2019.12.9～2020.5.31
　　　　　(2)2019.12.9～2020.6.15
参照URL　�http://www.nihonseimei-zaidan.or.jp/

kourei/02.html

助成団体名　（公財）サントリー文化財団
助成事業名　研究助成
対象事業　�(1)研究助成「学問の未来を拓く」
　　　　　�人文学、社会科学に関するテーマで、さまざ

まな分野のメンバーによる冒頭的で意欲ある
グループ研究

　　　　　�(2)研究課題「地域文化活動の継承と発展を
考える」

　　　　　�研究内容が、研究対象の地域文化活動、又は
そのジャンルの地域文化の継続と発展に貢献
し、その成果が具体的に還元されるグループ
研究

分野/キーワード　学術研究
対 象 者　�研究グループ　※詳細な条件はURLを参照
助成金額　1件につき50万円～300万円
応募時期　2020.2.20～4.10
参照URL　�ht tps : / /www.suntory .co . jp/s fnd/

research/applocation.html#ac1
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対象者 ５月に誕生日を迎える
満１歳から満６歳までのお子さん

掲載申込
受付期間

３月31日（火）～４月６日（月）
（申込開始日厳守）

掲載人数

申込方法

８名（※先着順）

問い合わせ
申し込み先

まち・ひと・しごと創生室　広報企画係
sousei@town.kamimine.lg.jp
☎52－2182

（裏面の端に氏名を記入）
提出時に広報紙掲載申込書
に必要事項を記入してくだ
さい｡(申込書はまち・ひと・
しごと創生室に準備してお
ります｡)

メール件名を｢子ども写真申込５月号｣とし､本文に､
①お子さんの氏名(ふりがな)②性別③年齢④生年月
日⑤申込者の氏名⑥住所⑦地区名⑧連絡先⑨保護
者からのメッセージ(50文字以内)を記載し､左記の
アドレスへ送付してください。
※メール受信時に絵文字が表示されない場合があります
ので､絵文字は(ハート)のように記載をお願いします｡

※後ほど受信確認の連絡をさせていただきます。

５月生まれの子ども写真募集中

写真を持参される場合

写真データをメールで送付される場合
　

４月のハッピーバースデー

たかしま

高島 
きょうか

京花 ちゃん
さとう

佐藤 
こはな

心華 ちゃん

下津毛碇
平成27年
４月１日生まれ（５歳）
家族からのメッセージ…
５歳のお誕生日おめでとう
♡♡いつも笑わせてくれて
ありがとう☆
最後の幼稚園生活、楽しん
でね♥♥♥♥

平成29年
４月26日生まれ（３歳）
家族からのメッセージ…
３歳のお誕生日おめでとう！
お兄ちゃんお姉ちゃん達と
仲良く、優しい女のコに育っ
てね♡七五三が楽しみ♡

発
行
／
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町
　
　
　
　
　
　
　
☎
0952-52-2181

編
集
／
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ち
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・
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ご
と
創
生
室
　
☎
0952-52-2182

令
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１
日
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町
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よ
り

テレビの視聴に関するお知らせ
　各携帯電話事業者が新しい電波（700MHz帯）
を使用するために、５月１４日に佐賀県内一部地域
において、試験電波の発射予定です。
　テレビの映像に影響が出るおそれがある地域のご
家庭へは、４月頃からチラシが配布されます。
　テレビ映像に影響が生じた場合は、無償で回復作
業を行いますので、お問い合わせください。

おしらせ
上峰町老人クラブだより

　令和２年度老人クラブ連合会の活動がスタートし
ました。
　今年度も会員の健康増進と仲間づくりや友愛・奉
仕活動を実施し、各支部の活動の充実を図ります。
　会員の皆様におかれましては、令和２年度年次総
会へのご参加をお願いします。
　開催日時は、後日、支部役員よりご案内いたします。
　老人クラブに加入して、仲間つくり、健康つくり、
地域つくりなど楽しく活動しましょう！

おしらせ

★６０歳以上の方会員大募集中
みんなで楽しく活動していきましょう

問�上峰町老人クラブ事務局　☎思５３－８１５５

７００ＭＨｚテレビ受信障害対策コールセンター
☎０１２０－７００－０１２
※�IP電話等で上記番号につながらない場合は、
☎０５０－３７８６－０７００【有料】

受付時間　9時～22時
　　　　　（土日・祝日および年末年始を含む）

みほ
ん

みほ
ん
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対象者 ５月に誕生日を迎える
満１歳から満６歳までのお子さん

掲載申込
受付期間

３月31日（火）～４月６日（月）
（申込開始日厳守）

掲載人数

申込方法

８名（※先着順）

問い合わせ
申し込み先

まち・ひと・しごと創生室　広報企画係
sousei@town.kamimine.lg.jp
☎52－2182

（裏面の端に氏名を記入）
提出時に広報紙掲載申込書
に必要事項を記入してくだ
さい｡(申込書はまち・ひと・
しごと創生室に準備してお
ります｡)

メール件名を｢子ども写真申込５月号｣とし､本文に､
①お子さんの氏名(ふりがな)②性別③年齢④生年月
日⑤申込者の氏名⑥住所⑦地区名⑧連絡先⑨保護
者からのメッセージ(50文字以内)を記載し､左記の
アドレスへ送付してください。
※メール受信時に絵文字が表示されない場合があります
ので､絵文字は(ハート)のように記載をお願いします｡

※後ほど受信確認の連絡をさせていただきます。

５月生まれの子ども写真募集中

写真を持参される場合

写真データをメールで送付される場合
　

４月のハッピーバースデー

たかしま

高島 
きょうか

京花 ちゃん
さとう

佐藤 
こはな

心華 ちゃん

下津毛碇
平成27年
４月１日生まれ（５歳）
家族からのメッセージ…
５歳のお誕生日おめでとう
♡♡いつも笑わせてくれて
ありがとう☆
最後の幼稚園生活、楽しん
でね♥♥♥♥

平成29年
４月26日生まれ（３歳）
家族からのメッセージ…
３歳のお誕生日おめでとう！
お兄ちゃんお姉ちゃん達と
仲良く、優しい女のコに育っ
てね♡七五三が楽しみ♡

発
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テレビの視聴に関するお知らせ
　各携帯電話事業者が新しい電波（700MHz帯）
を使用するために、５月１４日に佐賀県内一部地域
において、試験電波の発射予定です。
　テレビの映像に影響が出るおそれがある地域のご
家庭へは、４月頃からチラシが配布されます。
　テレビ映像に影響が生じた場合は、無償で回復作
業を行いますので、お問い合わせください。

おしらせ
上峰町老人クラブだより

　令和２年度老人クラブ連合会の活動がスタートし
ました。
　今年度も会員の健康増進と仲間づくりや友愛・奉
仕活動を実施し、各支部の活動の充実を図ります。
　会員の皆様におかれましては、令和２年度年次総
会へのご参加をお願いします。
　開催日時は、後日、支部役員よりご案内いたします。
　老人クラブに加入して、仲間つくり、健康つくり、
地域つくりなど楽しく活動しましょう！

おしらせ

★６０歳以上の方会員大募集中
みんなで楽しく活動していきましょう

問�上峰町老人クラブ事務局　☎思５３－８１５５

７００ＭＨｚテレビ受信障害対策コールセンター
☎０１２０－７００－０１２
※�IP電話等で上記番号につながらない場合は、
☎０５０－３７８６－０７００【有料】

受付時間　9時～22時
　　　　　（土日・祝日および年末年始を含む）

みほ
ん

みほ
ん

34


